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不
作
爲

に
よそ

る
共
犯

の
序
論
的
考
察
ー
ー

宮

澤

浩

一

　
は
し
が
き

一
　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
に
關
す
る
判
例

二
　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
に
蘭
す
る
試
論

三
剣
例
の
批
判

　
む
す
びは

　
し
　
が
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

近
時
、
不
作
爲
犯
を
め
ぐ
る
學
読
、
到
例
上
の
孚
い
は
、
と
み
に
は
げ
し
さ
を
加
え
て
い
る
。

本
稿
は
、
主
と
し
て
西
凋
の
到
例
、
學
読
を
通
し
て
こ
の
一
断
面
を
摘
示
す
る
こ
と
に
つ
と
め
よ
う
と
す
る
。
我
が
國
の
文
献
の
引
用
が
少
な

い
こ
と
を
右
の
事
情
か
ら
了
解
さ
れ
た
い
。

ド
イ
ッ
刑
法
學
界
に
お
い
て
は
、
第
二
次
大
職
中
か
ら
、
職
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
そ
の
實
務
上
、
理
論
上
の
攣
貌
に
め
ざ
ま
し
い
も
の
が

　
　
　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
三
　
　
　
（
五
八
九
）



　
　
　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
四
　
　
　
（
匠
九
〇
）

あ
る
が
、
話
題
の
中
心
に
は
常
に
〃
目
的
的
行
爲
論
4
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
》

　
こ
の
潮
流
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
も
の
が
書
か
れ
、
研
究
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
多
く
を
語
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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目
的
的
行
爲
論
の
故
意
犯
の
読
明
に
つ
い
て
の
通
詮
と
の
戦
い
は
、
勝
利
に
終
つ
た
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
目
下
の
と
こ
ろ
は
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
》

鋤
失
犯
、
不
作
爲
犯
の
合
理
的
読
明
を
如
何
に
す
る
か
と
い
う
勲
で
、
苦
闘
中
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
實
情
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
・
彼
の
地
で
は
・
難
葬
所
の
劃
窪
も
』
』
の
嚢
の
影
禦
大
さ
と
£
げ
ら
れ
て
い
る
』
と
矯
智
艶
で

あ
り
、
・
そ
れ
が
ま
た
、
學
界
に
論
躰
の
き
つ
か
け
を
與
え
て
い
る
こ
と
に
も
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
實
務
の
謄
過
器
を
通
し
て
、
學
読
が
成
長
し
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
は
、
最
も
好
ま
し
い
姿
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
三
種
の
聯
邦
裁
到
所
（
B
G
E
と
略
詑
す
る
）
到
例
が
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
貨
物

自
動
車
の
蓮
輻
手
に
酒
類
を
提
供
し
、
酪
酊
せ
し
め
た
の
に
、
警
察
に
通
知
す
る
等
の
適
宜
な
庭
置
を
と
ら
ず
に
蓮
韓
を
織
績
ぜ
し
め
て
、
こ
れ

に
よ
り
通
行
人
に
怪
我
を
さ
せ
た
飲
食
店
皇
人
の
覆
商
晃
議
首
己
の
配
集
（
護
婚
嚢
）
哲
殺
巌
つ
た
の
に
・
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
》

見
殺
し
に
し
た
配
偶
者
（
叉
は
婚
約
者
）
の
一
方
の
責
任
を
論
じ
た
も
の
。
更
に
は
職
時
中
か
ら
し
ば
し
ば
現
わ
れ
た
、
訴
訟
當
事
者
（
叉
は
辮

張
）
が
不
作
爲
に
よ
2
焚
の
罐
編
琴
る
こ
嘉
纂
る
か
藷
じ
た
艶
・

　
勿
論
、
肯
定
、
否
定
の
論
議
は
實
に
は
な
ば
な
し
く
戦
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
明
確
な
解
決
の
兆
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
を
と
り
あ
げ
て
み
て
も
、
同
一
の
犯
罪
的
結
果
が
、
一
方
で
は
作
爲
に
よ
り
招
來
さ
れ
、
同
時
に
他
方
で
は
、
保
障
人
の
地
位

を
有
す
る
者
の
不
作
爲
に
よ
り
そ
の
結
果
が
同
遜
さ
れ
な
い
と
い
う
二
様
の
方
法
に
よ
つ
て
實
現
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珍
）

　
こ
れ
迄
の
と
こ
ろ
、
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
に
つ
い
て
、
決
定
的
に
そ
の
原
則
に
つ
き
論
述
し
た
も
の
は
少
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
鋼
例
に
お
い
て
も
、
或
に
叉
、
到
例
に
附
せ
ら
れ
た
諸
家
の
評
繕
に
お
い
て
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
共
犯
、
特
に
蓄
助
の
理
論

は
、
作
爲
に
も
不
作
爲
に
も
相
等
し
く
適
用
さ
れ
る
と
す
る
思
想
か
ら
出
畿
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



　
は
た
し
て
、
不
作
爲
行
爲
が
、
作
爲
行
爲
と
同
様
に
、
個
々
の
事
件
に
よ
つ
て
、
或
は
正
犯
、
或
は
蓄
助
と
し
て
匿
別
さ
れ
．
そ
れ
ぞ
れ
に
責

め
を
負
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
も
の
か
。

　
不
作
爲
犯
に
よ
る
共
犯
に
は
、
な
ん
ら
か
分
固
有
な
形
式
は
な
い
も
の
か
。
或
は
む
し
ろ
、
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
は
、
作
爲
に
よ
る
正
犯
叉
は

帯
助
と
並
ん
だ
固
有
な
加
功
形
式
で
は
な
い
の
か
。

　
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
間
題
を
論
じ
て
、
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
の
理
論
に
一
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
副
題
に
序
論
的
考
察
と
名
付
け
た
の

は
、
今
後
に
不
作
爲
論
一
般
を
豫
定
し
、
近
き
將
来
に
、
”
不
作
爲
の
未
途
4
と
並
ん
で
、
覆
不
作
爲
犯
と
共
犯
4
を
包
括
的
に
扱
い
た
い
と
考
え

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

　
從
つ
て
、
不
作
爲
犯
へ
の
共
犯
の
問
題
は
、
本
稿
で
は
意
識
的
に
こ
れ
を
は
ず
し
、
必
要
な
限
度
で
言
及
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
不
作
爲
犯
に
關
す
る
理
論
的
な
部
分
は
、
A
・
カ
ゥ
フ
マ
ソ
の
最
近
著
、
等
に
ゆ
ず
り
、
立
法
論
に
つ
い
て
は
、
本
誌
前
號
二
二
頁
以
下
に
畿

表
し
た
別
稿
を
参
照
願
え
れ
ば
幸
で
あ
ゐ
。

　
（
1
）
　
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
本
誌
三
十
二
巻
十
號
七
〇
頁
以
下
で
論
じ
た
。
最
近
に
至
つ
て
ト
●
国
麟
轟
h
昼
崖
切
ご
δ
ご
o
騎
猛
謡
膏
留
哩
q
昼
蕃
目
冨
3
犀

　
　
駐
冒
犀
ぎ
が
登
表
さ
れ
、
將
來
の
論
箏
の
種
を
播
い
た
。

　
（
2
）
　
臼
的
的
行
爲
論
の
主
張
者
、
反
封
者
の
丈
献
に
つ
い
て
は
、
多
く
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
そ
れ
ら
を
あ
げ
る
こ
と
は
止
め
る
。
た
だ
、
現
時
、
西
凋
で

　
　
行
わ
れ
て
い
る
刑
法
改
正
委
員
會
の
議
亭
録
の
中
に
、
我
々
と
し
て
は
注
目
に
個
す
る
議
論
の
数
々
か
立
法
と
い
う
具
艘
的
な
揚
を
中
心
と
し
て
、
交
わ
さ
れ
て

　
　
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
男
一
a
O
馨
冒
緒
8
”
雌
び
o
噌
島
o
聾
討
鐸
鵡
O
β
伽
o
同
Q
3
3
β
胆
言
口
陸
O
o
ぴ
宏
冒
0
9
露
ざ
昼
　
現
在
ま
で
に
六
巻
嚢
刊
さ
れ
て

　
　
い
る
。

　
（
3
）
目
的
的
行
欝
論
の
焦
鮎
は
今
や
過
失
論
に
移
つ
た
と
い
う
こ
と
に
っ
い
は
、
乞
O
毒
ざ
毒
翫
嚇
国
繕
宅
O
冨
尻
戸
O
冨
0
ぐ
O
昌
画
亀
国
胃
一
彦
償
寄
騨
・

　
　
臼
国
・
お
㎝
oo
・
国
o
騨
目
、
誌
●
お
●
び
3
●
出
o
騨
犀
、
旨
●
ψ
o
o
oo
蝿
●

　
（
4
）
　
樹
O
崔
＃
凶
召
周
O口
言
β
冒
言
嚇
伽
O
喫
詳
げ
昌
聯
O
碍
詳
o
鉾
叩
蔚
“
こ
れ
を
受
け
た
も
の
と
し
て
、
蜜
⑫
停
O
』
o
ご
凶
講
H
㌍
『
§
】
B
魯
註
置
島
O
珂
置
昌
露
“
首
腎
O
詳
・

　
　
湧
静
毒
●
ご
“
．
噴
O
．
国
O
楠
“
鱒
・
お
密
●
ψ
朕
⑦
鞘
●

　
　
　
　
不
作
鱈
に
よ
る
共
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
五
　
　
　
（
五
九
一
V



不
作
嬬
に
よ
る
共
犯

四
七
六

（
五
九
二
）

（
5
）
　
例
え
ぱ
、
b
O
国
o口
鱈
応
診
●
お
お
（
禁
止
の
錯
誤
V
、
国
O
国
o慶
鱈
評
器
o
o
（
未
必
の
故
意
に
關
す
る
鋼
例
）
、
国
O
国
の
“
望
零
O
〔
共
犯
に
關
す
る
剣
例
過
失

　
犯
に
開
す
る
民
事
事
件
の
剣
例
（
的
O
国
。
国
●
撃
．
曽
）
〕
、
更
に
重
要
な
不
作
爲
に
關
す
る
剣
例
（
』
蝉
お
関
．
Z
騨
♂
●
¢
9
0
鈎
。
）
（
こ
れ
に
つ
い
て

　
署
①
尽
O
ご
国
畦
国
す
『
一
9
B
P
営
犀
伽
O
婦
q
昌
“
O
昌
薗
ゆ
信
頗
の
自
9
算
酔
9
即
．
欝
O
・
匂ね
●
凸
認
晦
．
）
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
m
）
．

（
U
）

　β

⑦
G
Q
3
昌
㍉
属
臼
冒
襲
言
月
鄭
ご
o
幅
旨
o
ぎ
忠
捷
び
o
旨
自
凶
O
画
蔭
ぎ
ゲ
q
目
言
輔
冨
駒
o
β
甘
oo

噛
国
。
臼
卑
ぽ
璽
軒
劇
●
（
一
雲
O
）
●
客
H
．

　凶讐β国

す露O

B
傷
O
嬉
鵠
O
甘
O
誌
切
ぴ
O
障
筐
げ
鳥
娼
H
g
q
昼
酔
O
昌
即
膨
O
口
●
2
顎
毒
●
お
鰹
、
①
零
矯
．

　
ω
。

（
皿
）

　
O
コ
酔
邑
切
ご
一
〇
b
g
o
菅
凋
“
百
岩
び
q
ロ
富
H
冨
扇
O
β
●
O
●
卜
．
お
㎝
O
．
国
o
津
幽
．
ψ
以
O
論
の
ト
嘱
目
ぎ
国
騨
蔭
一
髭
目
二
欝
即
●

　
ル
ワ
イ
ソ
の
論
稿
は
本
稿
と
關
心
方
向
を
若
干
異
に
す
る
。

　
が
、
徐
り
に
も
忠
箕
な
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
弟
子
で
あ
る
だ
け
に
、
す
べ
て
に
肯
定
出
來
な
い
。
爾
者
と
も
、
共
犯
論
に
“
行
爲
支
配
”
な
る
概
念
を
中
核
と
し
た

　
“
目
的
的
・
客
親
的
共
犯
論
躍
を
と
つ
て
い
る
鮎
で
、
筆
者
と
粕
容
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
目
的
的
行
鴬
麦
配
を
中
核
と
す
る
共
犯
論
と
、
諸
他
の
共
犯
論
と
の

　
封
比
等
は
苫
Ω
壕
髄
ご
ぜ
醤
9
0
営
O
国
圓
酔
且
o
匹
鐸
躍
“
O
裡
b
o
鴨
凶
融
o
肖
彗
o
器
o
冨
坤
G
崔
轟
目
o
昌
昌
巴
冒
目
o
曽
B
oo
砂
冨
曽
の
O
げ
帥
、
、
3
ご
o
舘
酔
8
び
O
β

　
b
包
嘗
骨
o
昌
目
く
昌
。
ご
討
H
匿
註
o
§
昌
の
⇔
聲
0
9
鍵
ぎ
O
員
o
審
甘
毎
諄
o
ロ
く
O
目
詠
o
O
。
㎝
o
讐
．
ぴ
駐
N
●
0
5
。
お
盟
●
切
．
●
o
融
．
び
銘
●
㎝
踏
’

（
欝
）
　
前
出
霊
12
の
キ
ー
ル
ワ
イ
ン
の
論
丈
ば
“
不
眞
並
不
作
爲
犯
へ
の
需
助
”
と
“
眞
正
不
作
爲
犯
へ
の
鞘
助
”
を
論
じ
て
い
る
。

b
O
自
の
馳
劇
●
8
・
㍉
国
．
一
譲
o
o
●
oo

。
お
o
o
。
巨
酔
魯
B
．
ピ
曽
縄
o
‘
く
．
ミ
9
0
周
2
㍉
≦
ゼ
お
器
●
oo
●
一
〇
鵡
●

b
O
属
鵬
酔
●
急
o
●
一
9
8
噛
国
●
一
〇
㎝
呼
砿
●
Qo
q
O
勘
．
巨
醇
餌
2
β
●
O
即
昌
緩
．

切
Ω
国
如
“
O
・
一
“
q
・
臼
裟
●
一
〇
駅
伊
一
〇
ト
一
β
詳
ト
ヨ
β
。
自
O
巨
酔
薗
●

謬霧“

認
●
毬
“
犀
●
o
o
o
o
恥
誤
．
腫
oo
o
o
…
誤
●
曽
一
．
ご
・
閑
。
8
。
圏
oo
直
●
リ
ホ
。
謹
oo
●

舅蛭

“
O
●
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こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
冒
m
躍
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冒
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田
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旨
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O
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こ
れ
は
U
O
嚇
砿
酔
挙
臨
H
O
o
ザ
舘
甘
げ
O
q
湊
甘
O
器
9
0
ぴ
G
5
碕
の
昌

一
器
崩
．
に
再
録
。

最
近
に
な
つ
て
や
つ
と
若
干
の
原
則
論
的
な
研
究
が
出
た
。
凶
♂
一
饗
9
蕊
q
暮
9
蚕
3
凝
躍
民
場
O
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目
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こ
の
中
、
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
リ
ュ
：
γ
ワ
ル
ト
の
そ
れ
は
、
本
稿
成
立
の
動
機
で
あ
る
。
カ
ウ
フ
マ
ソ
の
そ
れ
は
指
唆
に
富
む

不
作
爲
に
よ
る
共
犯
に
關
す
る
到
例

す
で
に
、
は
し
が
き
に
お
い
て
あ
げ
た
よ
う
に
、
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
に
つ
き
三
種
の
到
例
が
、
西
凋
刑
法
學
界
の
重
左
な
テ
ー
マ
と
な
つ



た
。
ま
ず
、
こ
れ
ら
を
簡
輩
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
1
　
不
作
爲
に
よ
る
自
殺
へ
の
加
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
》

　
a
　
婚
約
者
の
自
殺
を
見
逡
つ
た
例

　
蓼
賓
被
告
人
（
A
）
ば
、
自
殺
者
（
B
女
）
の
纏
父
母
の
反
封
を
押
し
切
つ
て
B
女
と
婚
約
。
し
か
し
爾
親
は
二
人
の
仲
を
さ
い
で
、
B
を
少
年
院
に
入
れ
た

が
、
逃
亡
し
て
同
綾
。
そ
の
後
、
二
人
は
各
地
を
韓
々
と
す
る
が
職
も
な
く
、
生
活
に
窮
し
、
彊
盗
を
企
て
る
も
未
途
に
終
る
。
毛
皮
屋
で
代
金
詐
取
を
は
か
つ
た

が
失
敗
し
た
の
ち
、
B
は
纏
父
母
の
も
と
に
戻
る
が
、
こ
こ
で
ま
た
物
品
の
持
ち
出
し
を
は
か
つ
て
、
こ
れ
ま
た
失
敗
に
終
る
。

　
す
べ
て
が
う
ま
く
ゆ
か
な
い
の
で
、
B
ぱ
自
殺
を
決
意
す
る
に
至
る
。
二
人
し
て
騨
の
構
内
の
土
手
で
語
ら
つ
た
後
、
B
は
シ
ャ
ツ
を
着
換
え
、
身
の
ま
わ
り
を

と
と
の
え
て
か
ら
、
“
愛
す
る
人
よ
、
さ
よ
な
ら
”
と
叫
ん
で
下
り
て
ゆ
く
。
汽
車
が
近
づ
く
氣
醍
が
あ
つ
た
が
、
A
は
な
ん
ら
の
行
爲
に
出
な
い
で
、
土
手
に
は

ら
ば
い
に
な
つ
て
い
た
。
汽
車
が
過
ぎ
去
つ
て
か
ら
、
B
の
姿
を
探
す
と
、
線
路
で
死
髄
と
な
つ
て
い
た
。

　
理
由
　
A
の
不
作
爲
の
態
度
が
B
の
死
の
原
因
と
な
つ
て
い
た
こ
と
疑
い
な
い
。
被
告
人
は
死
を
決
意
し
た
婚
約
者
を
ひ
き
も
ど
し
得
た
筈
だ
と
す
る
原
審
の
鋼

定
は
正
し
い
。

　
A
に
B
を
死
か
ら
救
う
法
的
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
正
し
い
。
一
定
の
生
活
關
係
が
、
で
き
る
だ
け
相
互
に
保
障
し
合
い
、
危
瞼
の
同
遽
を
關
係
者
に
法
的

に
義
務
づ
け
る
と
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
錫
例
も
認
め
て
い
る
。

婚
約も

あ
關
餐
準
離
・
そ
れ
が
い
つ
認
め
ら
れ
を
か
筆
擢
よ
る
・
翻
輩
鹸
嚢
度
蒔
聞
喬
・
個
人
的
關
學
螢
琴
あ
る
・

　
本
件
の
爾
當
事
者
は
異
常
に
張
い
愛
の
關
係
で
結
ば
れ
、
婚
約
に
よ
り
密
接
な
典
同
催
を
作
つ
て
い
た
。

　
3
は
A
を
張
く
愛
し
て
い
た
か
ら
、
A
か
ら
手
を
切
る
と
い
う
縫
父
母
と
の
約
束
を
破
つ
て
、
淺
薄
に
も
安
定
し
た
生
活
を
捨
て
、
不
安
定
な
生
活
に
入
つ
た
の

で
あ
る
。

　
A
は
仕
事
場
を
探
し
、
共
同
生
活
の
可
能
性
を
見
つ
け
、
將
來
は
二
人
で
移
民
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
そ
し
て
反
良
俗
的
な
同
縷
を
し
、
後
に
正
式
に
結
婚
七
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
　
　
不
作
爲
艦
よ
る
爽
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
七
　
　
　
（
五
九
三
）



　
　
　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
八
　
　
　
（
五
九
四
）

　
　
こ
の
よ
う
な
事
態
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
婚
約
者
の
身
盟
、
生
命
に
つ
い
て
の
危
陰
を
團
遽
す
る
義
務
が
A
に
は
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
で
き
る
だ
け
自
殺
を
妨
げ
ね

　
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
b
　
夫
の
自
殺
を
見
逡
つ
た
例

　
自
殺
へ
の
蓄
助
は
加
罰
性
が
な
い
。
し
か
し
、
地
人
の
生
命
の
危
険
を
禺
來
る
だ
け
同
避
す
る
法
的
義
務
を
有
し
、
こ
の
義
務
を
認
識
し
、
義

務
の
履
行
が
可
能
で
あ
る
の
に
、
自
殺
を
妨
げ
な
か
つ
た
者
は
、
そ
の
意
思
と
態
度
に
從
つ
て
、
そ
の
死
の
結
果
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
故
意
殺

叉
は
癌
失
殺
の
責
め
を
負
う
。
こ
の
法
義
務
は
、
法
律
、
慣
習
、
叉
は
契
約
に
依
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
婚
姻
共
同
短
中
で
生
活
す
る
夫
嬬
に
存

す
る
。

　
事
賓
被
告
人
の
夫
は
、
婚
姻
中
、
家
庭
の
不
和
を
苦
に
し
て
首
吊
り
自
殺
を
し
た
。
す
な
わ
ち
、
妻
、
娘
（
纏
子
）
と
の
畢
い
に
疲
れ
、
ロ
論
の
直
後
に
自
殺

を
企
て
た
。
彼
が
意
識
を
失
つ
て
ぶ
ら
下
つ
て
い
る
と
こ
ろ
に
被
告
人
が
來
合
わ
せ
、
ま
だ
救
助
で
音
た
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
ナ
ワ
を
は
ず
さ
な
か
つ
た
。
原
審
は
魯

三
三
〇
條
o
の
緊
急
救
助
義
務
に
反
し
た
か
ど
で
有
罪
宣
告
。
検
察
側
は
故
殺
を
主
張
し
た
。
原
錫
決
破
棄
、
差
戻
。

　
理
由
　
三
三
〇
條
e
に
い
う
事
故
と
は
突
然
の
外
部
的
出
來
事
で
あ
る
事
故
を
い
う
。
こ
れ
は
事
故
の
被
害
者
の
意
思
と
は
無
關
係
で
あ
る
。
自
殺
の
場
合
は
こ

れ
に
入
ら
な
い
。

　
同
一
の
結
果
を
複
数
人
が
共
に
同
じ
方
法
で
惹
起
し
う
る
。
部
ぢ
禁
じ
ら
れ
た
作
爲
ま
た
は
義
務
蓮
反
の
不
作
爲
に
よ
り
惹
起
さ
れ
る
。
共
同
正
犯
、
教
唆
、
耕

助
等
は
行
爲
へ
の
内
的
態
度
に
よ
つ
て
分
か
れ
る
。
自
殺
が
非
加
罰
的
で
あ
る
か
ら
と
い
つ
て
、
他
人
の
刑
事
資
任
が
全
く
間
わ
れ
な
い
と
は
い
え
な
い
。

　
自
殺
轄
助
、
間
接
正
犯
等
は
事
情
に
よ
つ
て
、
即
ち
夫
の
意
思
へ
の
被
告
人
の
影
響
に
よ
つ
て
匠
別
さ
れ
る
。
被
告
人
は
夫
の
自
殺
を
豫
測
し
た
こ
と
は
な
く
、

彼が自

殺
を
は
か
つ
て
、
ぶ
ら
下
つ
て
い
る
の
を
稜
見
し
た
に
と
ど
ま
る
。

　
自
殺
へ
の
從
犯
は
ド
イ
ッ
刑
法
に
規
定
は
な
い
。
殺
人
の
規
定
は
人
の
生
命
の
否
定
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
自
殺
は
犯
罪
で
は
な
く
、
そ
れ
へ
の
離
助

は
主
犯
行
爲
が
加
罰
的
で
な
い
か
む
、
排
除
さ
れ
る
。

　
被
告
人
は
夫
の
死
を
、
猟
立
し
て
、
故
意
ま
た
は
掻
失
に
よ
り
、
有
責
に
惹
起
し
た
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
謡
で
賛
任
が
あ
る
。
被
告
人
は
、
夫
が
自
殺
を
企
て
た



こ
と
を
見
て
、
獣
殺
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
不
活
動
は
義
務
蓮
反
で
あ
り
、
こ
の
事
實
を
知
つ
た
場
合
に
つ
き
刑
法
上
の
非
難
が
な
さ
れ
る
。
義
務
に
反
す
る
不
作

爲
は
、
蓮
法
の
内
容
の
融
で
禁
じ
ら
れ
た
行
爲
に
等
し
い
。
被
告
の
夫
と
な
ん
ら
義
務
關
係
の
な
い
第
三
者
が
、
被
告
と
同
じ
不
作
爲
を
し
て
も
、
な
ん
ら
の
責
め

を
負
う
も
の
で
は
な
い
。

　
被
告
人
は
夫
と
婚
姻
共
同
髄
を
形
成
し
て
い
た
か
ら
、
特
別
の
義
務
を
有
す
る
。
刑
法
は
當
事
者
ま
た
は
そ
の
一
人
を
し
て
、
相
互
に
又
は
他
の
一
方
に
保
障

し
、
場
合
に
よ
つ
て
は
他
の
生
命
の
危
薇
を
同
遜
す
る
べ
く
法
的
に
義
務
づ
け
て
い
る
。
こ
の
法
的
義
務
は
、
法
律
、
償
習
法
、
契
約
に
依
擦
し
、
そ
の
内
容
と
範

園
は
多
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
事
物
の
歌
態
、
法
の
歌
態
に
從
い
、
義
務
者
の
力
と
能
力
と
に
よ
つ
て
制
約
さ
れ
る
。
こ
の
保
護
義
務
を
有
責
的
に
侵
害
す
る
こ
と

は
、
作
爲
に
よ
る
と
不
作
爲
に
よ
る
と
を
問
わ
ず
可
能
で
あ
る
。
義
務
蓮
反
性
の
蓮
法
内
容
は
爾
者
と
も
に
等
し
い
。

　
ラ
イ
ヒ
裁
到
所
は
こ
の
法
的
義
務
を
、
誠
實
の
命
令
に
よ
り
支
配
さ
れ
た
生
活
共
同
膿
、
家
庭
に
置
い
て
い
る
。
生
命
の
危
瞼
に
際
し
て
は
、
相
互
に
力
切
限
り

保
護
し
助
け
る
法
的
義
務
が
こ
れ
に
麗
す
る
。

　
本
件
に
お
い
て
は
、
被
告
は
わ
ず
か
の
努
力
を
な
し
、
危
陰
な
し
に
救
助
し
得
た
筈
で
あ
る
。
要
す
る
に
彼
女
が
行
爲
に
出
な
か
つ
た
の
は
、
自
己
に
危
瞼
が
あ

り
、
救
助
が
不
能
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
は
な
く
て
、
夫
の
死
が
ど
う
で
も
よ
く
、
む
し
ろ
好
ま
し
い
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
義
務
に
反
す
る
不
活
動
に

よ
り
夫
の
惹
起
し
た
因
果
の
輕
過
を
中
断
せ
ず
、
よ
つ
て
夫
の
死
の
結
果
に
つ
き
共
同
し
て
作
用
し
た
の
で
あ
る
。
夫
が
自
殺
を
欲
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
妻
が
そ

れ
を
防
ぐ
義
務
を
阻
却
し
な
い
。

　
夫
は
固
復
不
能
な
病
氣
で
も
な
く
、
被
告
人
に
回
遜
不
能
な
危
除
も
な
く
、
夫
の
自
殺
の
決
意
が
被
告
人
の
干
渉
を
許
さ
な
い
ほ
ど
彊
固
な
も
の
で
あ
つ
た
と
い

5
事
（
情
は
な
か
つ
た
。

　
こ
の
保
護
義
務
侵
害
は
有
資
で
あ
つ
た
か
。
何
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
か
を
認
識
し
て
い
た
者
の
み
が
、
作
爲
ま
た
は
不
作
爲
で
有
責
に
こ
の
義
務
を
侵
害
し
う

る
。
被
告
人
が
法
的
考
慮
を
し
た
か
、
ま
た
は
そ
れ
が
可
能
で
あ
つ
た
か
は
義
務
の
認
識
に
罷
さ
な
い
。
被
告
人
が
こ
の
義
務
に
封
し
意
識
し
て
目
を
つ
ぶ
つ
た

か
、
意
識
し
て
侵
害
し
た
か
を
間
わ
ず
、
義
務
を
惚
識
し
て
い
た
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

　
行
爲
者
の
内
部
的
側
面
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
不
作
爲
犯
の
本
質
は
行
爲
者
責
任
を
行
爲
者
の
行
爲
か
ら
み
ち
び
き
出
す
こ
と
を
許
さ
な
い
。
行
爲
者
責
任

は
、
外
部
的
経
過
の
外
に
あ
る
も
の
か
ら
推
論
さ
れ
る
。
・
被
告
人
が
、
“
特
別
な
注
意
”
を
梯
つ
た
か
否
か
の
融
が
主
要
で
あ
り
、
故
意
ま
た
は
過
失
に
封
す
る
剣

　
　
　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
九
　
　
　
（
宏
九
置
）



　
　
　
不
作
鱈
に
よ
る
共
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
O
　
　
　
（
五
九
大
）

噺
、
故
殺
ま
た
は
過
失
殺
に
封
す
る
到
断
は
、
こ
の
“
注
意
”
の
度
合
い
に
よ
る
。

　
本
件
に
お
い
κ
は
、
被
告
人
は
夫
の
死
を
自
己
の
行
爲
の
結
果
と
し
て
“
招
來
し
た
も
の
で
は
決
し
て
な
く
擢
、
自
殺
す
る
と
い
う
夫
の
確
乎
と
し
た
意
思
を
妨

げ
よ
う
と
せ
ず
、
他
方
、
夫
が
惹
起
し
た
因
果
の
経
過
を
促
そ
う
と
し
な
い
で
、
そ
れ
を
肯
定
し
、
救
助
に
よ
つ
て
経
過
を
攣
更
し
よ
う
と
は
し
な
か
つ
た
。

　
夫
の
死
を
背
定
す
る
と
は
、
箪
に
妨
害
し
よ
う
と
し
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
以
上
の
も
の
で
あ
る
。

　
救
助
の
義
務
が
あ
り
、
救
助
の
能
力
が
あ
り
、
こ
れ
を
認
識
し
て
い
た
の
に
行
爲
に
出
な
か
つ
た
者
は
、
死
を
意
欲
し
（
故
意
）
、
ま
た
は
不
行
爲
の
結
果
と
し

て
の
死
を
可
能
と
考
え
、
こ
の
事
件
を
是
認
し
（
未
必
の
故
意
）
た
場
合
は
、
故
意
行
爲
者
と
し
て
の
責
め
を
負
う
。
死
の
結
果
を
欲
し
な
か
つ
た
が
、
不
行
爲
の

　
　
　
へ

結
果
と
し
て
豫
見
↓
、
他
人
の
自
殺
意
思
に
内
心
的
に
義
務
に
反
し
て
從
う
こ
と
に
よ
つ
て
そ
れ
を
謹
生
せ
し
め
た
場
合
も
ま
た
こ
れ
に
入
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
》

　
救
助
義
務
者
は
事
實
状
態
に
封
す
る
支
配
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
有
し
、
干
渉
に
よ
り
決
定
的
な
方
向
を
輿
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
義
務
に
反
し
た
癬
怠
が
あ
れ

ば
、
こ
の
不
作
爲
に
封
し
て
、
死
を
自
己
の
惹
起
の
結
果
と
し
て
意
欲
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
内
心
的
な
事
實
は
間
題
で
な
い
。

　
義
務
に
反
し
て
自
殺
を
支
持
し
た
者
、
ま
た
は
不
作
爲
で
あ
つ
た
者
ば
、
死
の
結
果
を
欲
し
た
場
合
に
は
故
意
の
正
犯
と
し
て
の
責
任
非
難
を
負
う
。
こ
の
非
難

は
、
義
務
に
反
し
て
な
げ
や
り
な
態
度
を
と
つ
た
こ
と
に
よ
り
、
死
の
原
因
経
過
を
中
断
し
な
か
つ
た
者
に
は
輕
減
さ
れ
る
、
云
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
》

　
2
　
泥
酔
し
た
蓮
韓
手
に
運
輻
を
糧
績
せ
し
め
た
飲
食
店
主
の
例

　
自
己
の
店
舗
内
で
蓮
轄
不
能
に
な
る
ほ
ど
ア
ル
コ
ー
ル
を
提
供
し
た
歓
食
店
主
は
、
可
能
な
場
合
に
は
蓮
韓
手
の
蓮
輻
繊
績
を
妨
げ
る
義
務
が

（
6
）

あ
る
。
警
察
へ
の
告
知
は
顧
客
を
封
象
と
す
る
場
合
で
も
期
待
し
う
る
。

　
事
貴
被
告
人
は
鐵
年
來
、
酒
場
を
経
螢
し
て
い
た
。
商
人
S
が
た
ま
た
ま
來
合
わ
せ
る
・
同
人
は
オ
ペ
ル
の
貨
物
自
動
車
を
蓮
韓
中
に
も
拘
ら
ず
・
す
で
に
他

所
で
ビ
ー
ル
ニ
本
を
飲
ん
で
い
た
。
被
告
人
の
と
ご
ろ
に
一
七
時
頃
來
て
、
ビ
：
ル
一
杯
、
焼
酎
一
〇
杯
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
輔
本
を
飲
み
、
二
一
時
頃
灘
途
に
つ
く

も
、
途
中
の
細
道
で
蓮
鱒
を
誤
ま
り
、
通
行
人
一
人
を
殺
し
、
一
人
を
傷
つ
け
、
車
止
め
に
衝
突
し
た
。
事
件
時
の
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
度
は
三
・
〇
六
％
で
、
責
任

無
能
力
で
あ
つ
た
。

　
理
由
控
訴
審
刑
事
部
は
被
告
人
を
共
犯
者
ま
た
は
間
接
正
犯
と
し
て
で
な
く
、
同
時
犯
と
し
て
扱
つ
て
い
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
論
じ
る
と
、
被
告
人
は
客
が



自
動
車
を
蓮
輻
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
蓮
鞠
中
の
飲
酒
に
よ
る
前
科
を
有
す
る
こ
と
も
知
つ
て
い
た
。
第
一
審
裁
到
官
は
、
被
告
人
が
飲
酒
し
た
蓮
鱒
手
に
よ

り
、
同
胞
の
生
命
、
身
燈
に
危
瞼
を
及
ぼ
し
め
、
自
か
ら
の
知
れ
る
危
瞼
を
可
能
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
警
察
に
知
ら
せ
て
同
避
す
る
こ
と
を
怠
つ
た
も
の
で
あ
る

と
認
め
た
。

複
欺
人
が
同
U
の
刑
法
上
の
結
果
を
同
時
に
、
多
様
な
方
法
で
惹
起
し
う
る
。
禁
じ
ら
れ
た
行
爲
（
泥
酵
）
と
義
務
に
反
す
る
不
作
爲
（
瞥
察
へ
の
不
告
知
）
。

　
こ
れ
を
相
互
に
了
解
し
合
つ
て
行
え
ば
、
内
的
な
立
場
に
よ
つ
て
共
犯
ま
た
は
從
犯
が
成
立
す
る
。
彼
ら
が
互
に
原
因
と
看
倣
さ
れ
る
條
件
、
す
な
わ
ち
爾
者
結

合
し
て
結
果
を
招
來
し
叉
は
そ
れ
の
み
で
結
果
を
招
來
す
る
條
件
を
設
置
す
れ
ば
、
同
時
犯
と
な
る
。

　
蓮
轄
手
が
不
相
當
の
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
で
蓮
鱒
不
能
と
な
ら
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
起
ら
ず
、
飲
酒
店
の
主
人
が
警
察
に
告
知
さ
え
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
事
故
は
起
ら
な
か
つ
た
筈
で
あ
る
。

　
爾
者
の
間
に
意
識
的
か
つ
意
欲
的
な
共
同
作
用
が
存
し
な
か
つ
た
故
に
、
各
人
の
行
爲
寄
與
は
、
刑
法
上
重
要
な
結
果
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
考
察
し
、
到
蜥
す

べ
き
で
あ
る
。

　
危
瞼
同
遊
の
た
め
の
法
的
義
務
は
、
被
告
人
の
先
行
行
爲
、
す
な
わ
ち
一
〇
杯
の
焼
酎
を
與
え
た
こ
と
か
ら
生
ず
る
。
犯
罪
行
爲
實
行
の
危
瞼
を
生
ぜ
し
め
た
者

は
、
こ
の
状
態
か
ら
危
瞼
の
お
そ
れ
あ
る
結
果
を
カ
を
用
い
て
同
鍵
す
る
義
務
が
あ
る
。
こ
れ
を
怠
れ
ば
法
的
意
味
で
結
果
護
生
に
原
因
を
與
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
事
案
に
お
い
て
は
、
S
は
被
告
人
の
と
こ
ろ
に
四
時
間
い
た
。
そ
の
間
、
被
告
人
抵
三
〇
分
ほ
ど
毫
所
で
夕
食
を
し
た
が
、
娘
が
代
つ
て
相
手
を
し
て
焼
酎
を

飲
ま
せ
た
。
こ
れ
以
外
は
常
に
彼
の
そ
ぱ
に
あ
つ
て
サ
ー
ピ
ス
を
し
て
い
た
。

　
と
も
か
く
、
被
告
人
は
給
仕
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
で
も
は
や
S
が
蓮
轄
纏
績
不
能
に
な
つ
た
こ
と
を
知
つ
て
い
た
。
從
つ
て
で
き
る
だ
け
結
果
を
防
止
す
べ
き

義務があ

つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
つ
き
、
被
告
人
も
こ
の
義
務
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
い
た
。

　
も
つ
と
も
、
被
告
人
は
何
も
し
な
か
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
杯
や
る
前
に
、
ま
ず
家
に
欝
れ
と
客
に
言
つ
た
。
八
杯
飲
ん
だ
時
、
こ
れ
以
上
飲
む
こ
と
を
距
ん

だ
が
、
S
は
手
酌
で
飲
ん
だ
。
コ
ッ
プ
と
ピ
ン
を
取
り
上
げ
、
「
パ
ン
を
食
べ
て
市
電
で
露
り
な
さ
い
」
と
要
求
し
、
車
の
鍵
を
奪
お
う
と
し
た
が
失
敗
し
た
。
最

後
に
、
酔
を
さ
ま
す
た
め
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
を
飲
む
よ
う
に
要
求
し
た
。
し
か
し
第
二
審
裁
到
所
は
、
こ
れ
ら
の
行
爲
も
危
瞼
の
大
き
さ
か
ら
み
て
充
分
で
な
い
と

し
、
被
告
人
は
警
察
に
告
知
す
べ
き
で
あ
つ
た
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
結
果
同
避
の
態
度
も
期
待
可
能
で
あ
る
と
認
定
し
た
。

　
　
　
不
作
爲
に
よ
る
業
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
一
　
　
　
（
五
九
七
）



　
　
　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
二
　
　
　
（
五
九
八
）

　
警
察
に
告
知
す
る
こ
と
は
、
顧
客
を
失
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
泥
酵
の
蓮
韓
手
か
ら
通
行
人
を
守
る
と
い
う
公
共
の
利
盆
は
個
人
の
利
盆
に
優
先
す
る
。
こ
の

欣
況
の
中
で
被
告
人
の
注
意
と
決
意
力
に
加
え
ら
れ
た
要
求
は
過
大
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
害
悪
が
大
で
あ
れ
ば
、
緊
張
力
は
嚴
し
く
要
求
さ
れ
る
。

　
被
告
人
は
泥
畔
し
た
8
が
出
蟄
し
た
後
に
も
、
な
お
事
實
上
、
警
察
に
適
時
に
通
知
し
、
蓮
轄
の
纏
績
を
有
効
に
阻
止
し
得
た
か
も
知
れ
な
い
可
能
性
を
有
し
た

　
か
ど
う
か
。
告
知
の
手
段
（
電
話
）
が
な
か
つ
た
か
、
涙
出
所
は
ど
の
く
ら
い
離
れ
て
い
る
か
等
に
つ
き
原
判
決
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

　
　
こ
れ
ら
の
事
情
が
調
べ
ら
れ
た
上
で
、
被
告
人
が
可
能
性
を
有
し
て
い
た
か
等
に
つ
き
到
然
と
し
て
始
め
て
、
刑
事
責
任
が
考
え
ら
れ
る
。

　
3
．
不
作
爲
に
よ
る
儒
謹
の
蓄
助

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
到
例
の
態
度
は
、
第
二
衣
大
職
絡
了
前
ま
で
の
ラ
イ
ヒ
裁
到
所
と
、
戦
後
の
聯
邦
裁
到
所
と
の
間
に
は
相
當
の
開
き
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

あ
る
。
萌
揚
到
例
1
2
と
異
な
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ラ
イ
ヒ
裁
鋼
所
で
多
く
の
劃
例
を
出
し
て
い
た
。
聯
邦
裁
到
所
は
、
こ
の

到
例
を
縦
承
畿
展
せ
し
め
た
も
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
批
到
し
、
反
封
の
方
向
に
向
か
つ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
前
者
に
お
い
て
は
結
果
の

同
遜
義
務
が
不
當
に
彊
調
さ
れ
す
ぎ
、
枇
會
的
蓮
帯
、
相
互
保
障
の
義
務
（
墨
冨
巨
睾
臣
器
宏
濫
苧
9
鄭
鴇
曾
）
が
強
調
さ
れ
、
個
人
の
自
已
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

任
の
原
則
が
等
閑
覗
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
鋼
例
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
a
　
姦
通
事
件
に
お
け
る
備
護
の
不
阻
止

　
　
箏
實
　
被
告
人
は
読
人
（
A
）
と
姦
通
し
た
。
こ
の
姦
通
事
件
に
關
す
る
離
婚
訴
訟
に
お
い
て
、
被
告
人
の
夫
は
謹
人
と
し
て
A
を
申
請
し
た
。
A
は
被
告
人
の

　
前
で
訊
問
さ
れ
た
が
、
A
ぱ
被
告
人
と
の
姦
通
關
係
を
否
定
し
た
。
被
告
人
は
、
そ
の
識
言
を
儒
謹
で
あ
る
と
知
つ
て
い
た
の
に
も
拘
ら
ず
、
宣
誓
の
上
護
言
す
る

　
の
を
妨
げ
な
か
つ
た
。
か
く
し
て
民
訴
；
天
條
に
よ
る
、
結
果
回
避
に
つ
い
て
の
法
的
義
務
を
理
由
に
し
て
、
僑
謹
帯
助
と
し
て
有
罪
の
宣
告
が
な
さ
れ
た
。

　
　
刺
事
部
は
原
到
決
を
破
棄
。
民
訴
一
三
八
條
は
本
事
案
に
適
用
な
し
と
し
た
。

　
　
理
山
　
右
民
訴
コ
一
天
條
は
、
訴
訟
上
の
眞
賞
を
促
そ
う
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
基
礎
で
あ
る
眞
實
義
務
の
違
反
を
刑
法
上
威
罰
す
る
こ
と
に
は
用
い

　
ら
れ
な
い
。
コ
ニ
八
條
の
結
果
防
止
義
務
は
、
期
待
可
能
性
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
否
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
“
結
果
護
生
の
危
瞼
”
と
い
う
嶺
に
つ
い
て
み
て
も
、

　
訴
訟
前
ま
た
は
訴
訟
中
の
危
隙
を
招
來
し
た
と
す
る
合
理
的
根
擦
は
、
本
事
案
中
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
つ
て
危
瞼
の
相
當
性
が
峡
け
て
い
る
か
ら
、
結
果



防
止
義
務
、
常
助
に
よ
る
資
任
は
な
い
。

b
窃
華
麩
淳
る
罐
の
不
艶

　
事
賓
被
告
人
は
知
り
合
い
の
S
夫
婦
と
同
じ
家
に
佳
む
D
夫
婦
の
と
こ
ろ
か
ら
、
ラ
ヂ
オ
を
盗
む
。
犯
行
前
に
S
の
と
こ
ろ
で
S
と
窃
盗
の
話
を
し
て
立
ち
去

る
。
S
夫
婦
が
家
を
出
る
と
こ
ろ
に
、
も
ど
つ
て
來
て
、
犯
行
を
な
し
た
。
こ
の
事
實
を
S
夫
人
は
同
夜
知
つ
た
。
被
告
人
は
謹
人
と
し
て
S
夫
人
を
申
請
し
、
彼

が
手
ぶ
ら
で
蹄
つ
た
と
誰
冒
す
る
よ
う
に
頼
み
、
若
し
そ
う
言
わ
な
い
と
S
も
共
犯
だ
と
言
う
ぞ
と
お
ど
か
し
た
。

　
S
夫
人
は
儒
謹
を
し
、
被
告
人
は
爲
謹
教
唆
で
訴
追
さ
れ
た
が
、
爲
謹
戴
助
に
よ
り
有
罪
と
さ
れ
た
。

　
理
由
被
告
人
は
危
瞼
の
同
避
に
つ
い
て
義
務
が
あ
る
。
備
謹
の
誘
導
に
つ
い
て
被
告
人
は
自
か
ら
危
論
朕
態
を
招
來
し
た
。
そ
れ
は
①
刑
の
資
任
を
冤
れ
る
た

め
に
謹
人
を
申
請
す
る
こ
と
、
②
事
實
の
申
立
を
拒
否
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
謹
人
の
召
喚
、
取
調
べ
を
行
わ
し
め
、
③
謹
人
が
た
め
に
な
ら
な
い
こ
と
を
言
え
ば
、

そ
の
夫
と
の
共
犯
關
係
を
明
ら
か
に
す
る
ぞ
と
お
ど
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
危
瞼
賦
態
を
作
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
三
種
類
の
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
の
事
例
を
あ
げ
た
。
こ
れ
に
つ
き
、
適
否
を
桧
討
す
る
前
に
、
我
々
は
ま
ず
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
に
つ

き
、
一
般
論
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
般
論
に
つ
い
て
は
項
目
を
改
め
て
考
察
す
る
が
、
そ
の
前
に
一
つ
だ
け
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
鮎
が
あ
る
。
そ
れ
は
以
上
の
事
例
を
扱

う
場
合
に
も
、
更
に
は
叉
今
後
現
わ
れ
る
同
種
の
事
例
を
論
ず
る
場
合
に
も
ま
ず
何
よ
り
も
先
に
、
一
饅
當
該
事
例
が
眞
に
”
不
作
爲
4
に
よ
る

慶
共
犯
’
で
あ
る
か
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
勲
で
あ
る
。

獄
不
作
爲
4
に
よ
る
共
犯
の
如
く
見
え
て
い
て
、
實
は
伊
作
爲
”
に
よ
る
共
犯
の
色
彩
の
方
が
彊
い
場
合
も
な
し
と
し
な
い
。
作
爲
の
態
度
と
不

作
爲
の
態
度
乏
は
、
観
念
的
に
は
動
封
静
と
し
て
封
瞭
的
に
考
え
ら
れ
る
が
、
現
實
の
事
象
と
し
て
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
に
入
り
組
ん
で
い

る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
2
の
ケ
翼
ス
で
論
じ
る
で
あ
ろ
う
。

F
不
作
爲
’
に
よ
る
共
犯
の
場
合
に
聞
題
と
な
る
の
は
、
は
た
し
て
一
つ
の
態
度
が
刑
法
上
意
味
を
も
つ
伊
不
作
爲
ぞ
と
い
え
る
か
ど
う
か
を
ま

　
　
　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
三
　
　
　
（
五
九
九
）



　
　
　
不
作
爲
に
よ
る
興
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
八
四
　
　
　
（
六
〇
〇
）

ず
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
わ
け
は
、
多
数
人
が
同
時
に
不
作
爲
行
爲
を
犯
す
場
合
が
多
く
あ
る
。
海
水
浴
場
で
、
衆
人
の
い
る
と
こ
ろ

で
溺
死
事
件
が
起
つ
た
場
合
、
不
作
爲
犯
者
は
誰
か
。
こ
こ
に
保
障
人
義
務
が
眞
に
存
在
す
る
か
否
か
を
、
何
よ
り
も
ま
ず
吟
味
す
る
必
要
が
あ

る
。　

こ
れ
ら
が
肯
定
さ
れ
た
上
で
、
吹
に
、
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
は
、
作
爲
に
よ
る
正
犯
、
作
爲
に
よ
る
蓄
助
と
如
何
な
る
關
係
に
あ
る
か
、
こ
の

中
に
解
消
し
う
る
か
、
或
は
こ
れ
ら
と
は
凋
立
の
第
三
の
共
犯
形
式
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
作
爲
ま
た
は
不
作
爲
に
よ
る
正
犯
と
作
爲
ま
た
ば
不
作
爲
に
よ
る
耕
助
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
の
問
題
を
と
り
あ

げ
て
み
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
許
さ
れ
る
か
否
か
は
作
爲
と
不
作
爲
と
の
間
に
本
質
的
な
差
異
が
な
く
、
繭
者
は
等
置
し
う
る
も
の
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
》

い
う
勲
を
認
め
て
始
め
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
は
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
作
爲
に
よ
る
正
犯
と
作
爲
に
よ
る
蓄
助
と
は
、
そ
れ
ら
が
作
爲
に
よ
る
、
す
な
わ
ち
現
象
へ
と
現
實
的
に
影
響
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
爲
に
加

功
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
不
作
爲
に
よ
る
加
功
者
は
、
現
象
へ
の
現
實
的
影
響
が
飲
け
て
い
る
。
現
象
と
の
關
係
は
純
粋
に
潜
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甥
）

的
な
關
係
で
あ
つ
て
、
現
象
に
介
入
す
る
可
能
性
を
有
す
る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
。

　
こ
の
繭
者
の
琿
別
は
、
現
象
へ
の
現
實
的
支
配
の
存
在
ま
た
は
欠
敏
が
、
加
功
形
式
を
匿
別
す
る
基
準
で
あ
り
、
現
象
の
支
配
の
種
類
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箆
）

強
さ
の
差
異
の
特
性
に
よ
る
。

　
か
く
て
、
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
、
作
爲
に
よ
る
正
犯
、
作
爲
に
よ
る
蓄
助
は
三
種
の
異
な
つ
た
加
功
形
式
で
あ
る
と
い
え
る
。
前
者
を
後
の
二

者
に
解
浩
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
一
髄
、
こ
の
三
者
は
、
評
便
お
よ
び
取
扱
い
の
黙
で
如
何
な
る
差
異
を
も
つ
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
法
的
に
規
制
さ
れ
た
作
爲
に
よ
る

加
功
形
式
と
の
比
較
が
な
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
不
作
爲
に
よ
る
加
功
が
固
有
の
共
犯
形
式
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ぱ
、
個
々
の
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
、
作
爲
に
よ
る
正
犯
ま
た
は
箒
助
と
如
何
に
異
な
つ
て
い
る
か
等
を
個
別
的
に
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
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1
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B
G
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一
九
五
四
年
九
月
二
日
『
目
・
お
蟄
。
幹
一
黛
第
ハ
イ
騨
；
ッ
は
こ
の
事
件
の
評
繹
に
お
い
て
、
本
剣
決
腺
不
眞
歪
不
作
爲
犯
の
本
質
と
矛
盾
す

　
る
と
攻
馨
し
て
い
る
。
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P
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醒
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）
　
B
G
H
一
九
五
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年
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月
一
二
日
『
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N
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嶺
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o
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角
●
U
冨
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旨
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翼
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．
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（
4
）
　
ガ
ラ
ス
は
、
自
殺
に
關
奥
し
た
第
三
者
の
加
罰
性
の
問
題
を
自
殺
者
の
持
っ
特
殊
な
地
位
、
す
な
わ
ち
行
爲
者
で
あ
り
、
同
時
に
被
害
者
で
あ
る
と
い
う
黙

　
に
求
め
る
。
す
な
わ
ち
、
自
殺
を
決
憲
し
こ
れ
を
實
行
す
る
こ
と
は
法
が
禁
止
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
第
三
者
の
影
響
外
に
あ
る
。
こ
の
時
に
は
、
自
殺
者

　
ほ
も
つ
ぱ
ら
行
爲
者
で
あ
る
。
し
か
し
着
手
の
後
、
意
識
を
失
つ
て
し
ま
つ
て
、
未
だ
死
に
至
ら
な
い
時
に
は
、
自
殺
者
は
結
果
同
避
の
可
能
性
を
有
せ
ず
、

　
尊
ら
被
害
者
で
あ
つ
て
、
結
果
に
封
す
る
行
爲
支
配
は
第
三
者
の
影
響
下
に
入
り
う
る
の
で
あ
る
。
㍉
国
。
一
額
騨
砕
o
o
趨
●
こ
れ
に
封
し
て
、
グ
リ
ュ
ー
ソ
ワ
ル
、

　
ト
は
、
「
何
人
が
行
爲
支
配
を
持
つ
か
否
か
と
い
う
問
題
幡
、
全
畦
現
象
の
剣
蜥
で
あ
つ
て
、
個
々
の
時
鮎
の
歎
態
の
剣
断
で
は
な
い
鮎
を
見
逃
し
て
眠
る
」
と

　
批
剣
し
て
い
る
。
O
温
β
邑
島
嚇
釦
鉾
O
●
¢
嵩
ビ

（
5
）
　
B
G
H
一
九
五
三
年
一
月
ニ
ニ
日
『
箪
嶺
9
．
砕
さ
o
o
嘘
客
『
名
●
お
認
。
ψ
さ
認
’
b
O
国
●
田
．
あ
．
o
o
・
蓉
角
●

（
6
）
　
v
・
ウ
ェ
；
バ
ー
は
、
飲
食
店
法
（
Ω
暫
¢
毬
盛
詳
Φ
韓
m
o
欝
）
　
一
六
…
條
三
項
に
〃
泥
酔
者
へ
の
酒
類
提
供
禁
止
”
の
規
定
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
こ

　
の
場
合
に
職
務
行
嬬
上
の
義
務
を
認
め
て
い
る
。
更
に
、
ス
カ
ソ
デ
ィ
ナ
ピ
ア
の
立
法
に
な
ら
つ
て
、
給
仕
人
、
飲
み
仲
問
に
も
危
瞼
同
避
の
法
的
義
務
を
認
め

　
る
徐
地
あ
り
と
す
る
。

（
7
）
　
は
し
が
き
、
註
9
・
m
の
判
例
が
こ
れ
で
あ
る
。
刑
法
改
並
委
員
會
に
お
い
て
も
、
不
作
爲
と
共
犯
の
問
題
に
つ
き
、
か
な
り
細
か
な
議
論
が
加
え
ら
れ

　
た
。
特
に
、
不
作
爲
の
問
題
に
つ
き
意
見
を
提
出
し
た
フ
レ
ソ
ケ
ル
は
聯
邦
検
事
と
し
て
の
實
務
上
の
艦
験
か
ら
、
貴
重
な
蛮
書
を
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、

　
訴
訟
上
の
態
虞
に
よ
り
客
鶴
的
に
欝
詮
を
犯
す
危
瞼
妖
態
を
作
つ
て
い
る
と
し
て
も
、
な
お
彼
の
内
心
的
な
態
度
と
の
か
ね
合
い
で
剣
断
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
い
る
。
つ
ま
り
、
大
て
い
歴
訴
訟
當
事
者
鳳
辮
護
士
強
制
の
訴
訟
に
開
奥
し
、
訴
訟
の
追
行
を
す
べ
て
委
せ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
例
え
ば
謹
人
尋
問
に
干
渉

　
す
る
樫
限
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
法
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
な
ど
と
い
う
考
え
に
な
る
も
の
で
は
な
い
と
い
覧
。
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
本
誌
三
號
一
七
頁

　
以
下
参
照
。

（
8
）
　
旨
o
蔭
琶
o
げ
嚇
国
β
聴
昌
o
昌
0
3
β
『
信
臼
“
β
酔
縄
吋
序
び
o
同
鑓
o
甘
6
監
m
び
o
箇
謹
o
島
蔭
聴
9
q
昌
富
鳴
冨
ゆ
o
β
●
阻
q
国
●
お
お
●
m
●
㎝
爵
．

（
9
）
　
O
ピ
O
・
摺
O
目
甘
・
ぐ
・
評
望
嶺
お
。
9
ご
図
・
一
譲
o
o
●
旨
．
マ
ウ
ラ
ッ
ハ
の
論
丈
は
こ
の
剣
例
と
、
O
ピ
9
国
P
甘
目
・
～
さ
。
応
o
・
お
お
・
甘
［
国
国
a
“
騨

　
O
o
。
ピ
甘
楠
Q
冒
お
の
判
例
を
批
詐
し
た
も
の
で
あ
る
。

不
作
爲
に
よ
る
巽
犯

四
八
五

（
六
〇
一
）



不
作
爲
に
よ
る
共
狐

四
八
六
、

（
六
〇
二
）

（
m
）
　
国
8
腎
o
喜
脚
国
瑠
日
窪
露
o
目
o
盆
嬬
．
冨
o
ぼ
9
駐
び
o
臣
崖
o
含
器
ぴ
q
ロ
毬
H
冒
ロ
o
圓
甘
の
訂
⑦
旨
6
0
詳
嵩
9
0
q
暮
o
誘
き
富
β
瞬
①
巨
の
。
旨
一
。

　
前
註
9
の
剣
例
と
併
せ
て
、
後
に
紹
介
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
n
）
　
作
爲
と
不
作
爲
の
關
係
に
つ
い
て
、
カ
ウ
フ
マ
ソ
に
注
目
に
偵
す
る
論
述
が
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
作
爲
と
不
作
爲
と
は
禁
止
と
命
令
に
封
慮
す
る
の
で
あ
つ

　
て
、
こ
の
爾
者
の
開
係
は
“
逆
の
關
係
〃
に
あ
る
と
い
う
。
禁
じ
ら
れ
た
行
爲
を
實
行
す
る
こ
と
は
、
作
爲
犯
の
場
合
に
は
構
成
要
件
該
當
性
を
根
櫨
づ
け
、
命

　
じ
ら
れ
た
行
爲
を
賀
行
す
る
こ
と
は
不
作
爲
犯
に
あ
つ
て
は
構
成
要
件
該
當
性
を
阻
却
す
る
。
禁
じ
ら
れ
た
行
爲
の
箕
行
の
着
手
未
途
は
加
罰
性
を
有
し
智
命
じ

　
ら
れ
た
行
爲
の
そ
れ
は
加
罰
性
が
な
い
。
そ
し
て
禁
じ
ら
れ
た
行
爲
を
な
さ
な
け
れ
ば
作
露
犯
が
成
立
せ
ず
、
命
じ
ら
れ
た
行
爲
を
な
さ
な
け
れ
ば
不
作
爲
犯
が

　
成
ガ
す
る
。
国
P
β
欝
目
二
鉾
夢
O
●
Oo
・
oD
幽
角
・
ぴ
霊
●
ψ
o
o
ヂ

　
　
教
唆
の
場
合
に
つ
い
て
も
興
味
の
あ
る
論
蓮
が
見
ら
れ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
不
作
爲
へ
の
“
教
唆
”
（
レ
昌
餓
h
言
凝
）
は
、
實
は
命
令
實
行
を
止
め
さ
せ
る

　
教
唆
（
ト
ご
欝
痒
凝
）
で
あ
る
と
す
る
。
義
務
者
が
命
じ
ら
れ
た
作
爲
を
止
め
さ
せ
る
敏
唆
を
す
る
こ
と
は
、
禁
じ
ら
れ
た
作
欝
へ
の
教
唆
と
封
立
闘
係
に

　
あ
渇
。
禁
じ
ら
れ
た
作
爲
へ
教
唆
す
る
こ
と
は
、
否
定
的
に
詳
慣
さ
れ
、
命
じ
ら
れ
た
作
爲
へ
教
唆
す
る
こ
と
は
肯
定
的
に
詐
債
さ
れ
る
。
禁
じ
ら
れ
た
作
爲
を

　
止
め
さ
せ
る
教
唆
を
塀
怠
す
れ
ば
構
成
要
件
に
該
當
す
る
眞
正
不
作
爲
犯
で
あ
り
、
命
じ
ら
れ
た
作
爲
を
止
め
さ
せ
る
教
唆
の
實
行
は
作
爲
犯
の
構
成
要
件
を
充

　
足
す
る
、
と
。
欝
鉾
9
ψ
お
一
助
●
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
2
）
　
ガ
ラ
ス
ば
．
不
作
欝
の
行
爲
支
配
が
、
出
來
事
の
鯉
過
に
妨
害
的
に
關
與
す
る
可
能
性
の
意
味
に
お
い
て
の
み
諭
じ
う
る
鮎
に
む
ず
か
し
さ
が
あ
る
と
し
、

　
こ
の
よ
う
な
潜
在
的
行
鳥
支
配
は
不
作
爲
穐
よ
る
作
爲
の
概
念
に
周
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
並
犯
と
從
犯
と
を
匹
別
す
る
こ
と
に
は
役
立
た
な
い
と
し
て
い
る
。

　
匂
凶
G
一
〇
㎝
ド
m
．
⇔ゆ
噌
腫
●
．

（
胎
）
　
O
昌
昌
甕
切
騨
餌
．
O
●
oo
●
目
一
●

二

　
ヌ

不
作
爲
に
よ
る
共
犯
に
關
す
る
試
論

　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
は
、
作
爲
に
よ
る
共
犯
の
申
に
吸
牧
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
瓢
で
吟
味
さ
れ
る
ぺ
き
問
題
は
、
爾
者
に
加
え
ら

れ
る
法
的
効
果
の
面
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
刑
罰
の
程
度
が
決
定
せ
ら
れ
る
違
法
性
の
度
合
い
と
い
う
黙
で
、
爾
者
に
は
画
別
さ
れ
る
べ
き
も
の

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
勲
に
つ
い
て
ま
ず
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
》

　
作
爲
の
反
慣
値
と
い
う
も
の
は
、
主
と
し
て
出
來
事
の
支
配
の
性
質
、
程
度
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
。
蓄
助
の
刑
罰
範
園
が
正
犯
に
愛
當
ナ
る



澗罰

範
園
か
ら
匿
別
さ
れ
る
理
由
も
こ
こ
に
存
す
る
。

　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
は
適
用
さ
る
べ
き
刑
罰
範
園
に
關
し
て
、
正
犯
と
等
し
く
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
、
蓄
助
と
等
し
く
扱
わ
れ
る
べ
き
で

あ
る
か
が
第
一
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
以
下
、
特
に
不
作
爲
に
よ
る
正
犯
、
帯
助
、
致
唆
と
こ
と
わ
ら
な
い
場
合
は
、
作
爲
に
よ
る
も
の
を
意
味
す
る
）
。

　
一
艦
、
こ
の
顯
に
つ
い
て
一
般
的
な
解
答
が
な
さ
れ
る
か
。
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
は
個
々
の
場
合
、
反
榎
値
の
黙
で
正
犯
で
あ
る
か
繕
助
で
あ

る
か
が
ま
ず
究
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
は
出
來
事
の
支
配
に
關
し
て
は
質
的
に
正
犯
、
蓄
助
と
匪
別
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
量
的
に
差
異
が
あ
る
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
2
）

別
異
の
性
質
の
も
の
な
の
で
あ
つ
て
、
量
的
に
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い
。
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
の
場
合
に
は
、
出
來
事
へ
の
現
實
的
な
影
響
が
な
い

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
の
は
・
潜
在
的
な
關
係
で
あ
り
・
結
果
同
避
の
可
能
性
が
こ
れ
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
の
言
葉
を
か
り
れ
は
「
作
爲

犯
が
出
來
事
の
経
過
へ
事
實
上
の
影
響
を
與
え
る
の
に
反
し
て
、
不
作
爲
犯
に
お
い
て
は
、
こ
の
経
過
へ
介
入
す
る
可
能
性
と
い
う
意
味
で
、
行

爲
支
配
を
論
蓼
」
の
で
あ
る
。
こ
の
論
理
を
推
し
て
ゆ
く
と
・
法
盆
へ
の
攻
撃
を
妨
害
し
う
る
保
障
人
は
す
べ
て
、
”
不
作
爲
犯
イ
の
全
要
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
）

を
充
た
す
の
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
不
法
の
程
度
は
量
的
に
比
較
し
て
確
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
法
的
評
憤
に
お
い
て
、
質
の
考
慮
と
い
う
も
の
は
、
営
然
考
量
さ
れ
，

て
は
い
る
が
、
量
的
な
、
重
い
、
輕
い
と
い
う
評
領
の
中
に
吸
牧
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
異
質
な
犯
罪
に
つ
い
て
も
、
我
々
は
片

方
を
重
い
と
し
、
片
方
を
輕
い
と
い
う
。
こ
の
中
に
も
、
實
際
上
は
量
的
評
便
が
質
的
評
便
を
伴
つ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
・
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
が
鐸
晦
に
作
爲
に
よ
る
そ
れ
と
異
な
る
と
考
え
る
こ
と
と
、
爾
者
を
比
較
す
る
場
合
に
量
的
な
大
小
を
論
ず

る
こ
と
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
は
、
作
爲
に
よ
る
蓄
助
よ
り
も
重
い
こ
と
は
な
い
。
例
を
あ
げ
て
琢
よ
う
。
蓄
助
と
し
で
他
人
の
行
爲
に
闘

奥
す
る
者
は
通
常
、
結
果
を
同
避
す
る
可
能
性
を
有
す
る
。
殺
人
犯
に
武
器
を
渡
し
て
蓄
助
し
た
者
は
、
行
爲
者
を
妨
害
し
、
犠
牲
者
と
な
る
人

　
　
　
　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
七
　
　
　
（
六
〇
三
）



　
　
　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
八
　
　
　
（
六
〇
四
）

に
警
告
し
、
警
察
に
告
知
す
る
と
い
う
方
法
で
犯
罪
を
防
ぐ
こ
と
が
常
に
可
能
で
あ
る
。
こ
の
霜
か
ら
し
て
、
耕
助
犯
に
は
常
に
不
作
爲
が
結
び

つ
く
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
原
因
を
與
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
蓄
助
者
と
な
つ
た
者
は
、
通
常
の
場
合
に
は
結
果
の
稜
生
に
つ
き
不
作
爲

者
と
同
じ
潜
在
的
な
力
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
蓄
助
行
爲
と
結
び
つ
く
不
作
爲
は
、
危
瞼
の
基
礎
た
る
先
行
行
爲
の
故
に
椿
成
要
件
に
該
當
す
る

不
作
爲
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
は
、
危
瞼
を
故
意
に
創
つ
た
と
い
う
黙
で
通
常
の
場
合
か
ら
唾
別
さ
れ
る
。
そ
の
不
作
爲
は
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

故
に
通
常
の
場
合
よ
り
も
重
い
し
、
故
意
で
な
く
危
瞼
を
創
つ
た
者
の
不
作
爲
よ
り
も
輕
く
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
は
じ
め
に
霜
助
行
爲
を
し
て
、
そ
の
後
結
果
阻
止
を
怠
つ
た
場
合
の
、
後
の
不
作
爲
行
爲
が
刑
法
上
の
評
債
に
際
し
て
別

段
に
顧
慮
を
受
け
な
い
の
は
、
帯
助
行
爲
の
中
に
吸
牧
さ
れ
て
評
慣
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
後
績
的
（
襲
匡
o
億
o
琶
）
不
作
爲
自
饅
も
、

帯
助
行
爲
の
先
行
し
な
い
通
常
の
不
作
爲
者
よ
り
も
違
法
の
程
度
の
黙
で
輕
く
な
い
。

　
以
上
の
結
果
、
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
は
、
現
象
の
支
配
の
瓢
、
お
よ
び
不
法
の
勲
で
籍
助
よ
り
も
重
く
な
い
加
功
形
式
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
つ
て
刑
罰
範
園
は
蓄
助
に
つ
き
妥
嘗
す
る
限
り
で
の
み
、
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
不
作
爲
に
よ
る
加
功
者
を
正
犯
と
し
て
罰
す
る
こ
と
は
不
當
で
あ
る
。
若
し
正
犯
と
す
る
な
ら
ぱ
、
例
え
ば
、
蓄
助
行
爲
に
よ
り
軍
な
る
常
助

を
し
た
に
す
ぎ
な
い
者
も
、
な
お
結
果
を
同
遜
す
る
可
能
性
を
持
つ
て
い
る
場
合
に
、
正
犯
と
し
て
罰
し
う
る
筈
に
な
り
、
こ
れ
は
不
都
合
で
あ

る
。
共
同
正
犯
に
つ
い
て
も
、
例
え
ぱ
一
方
が
行
爲
に
よ
る
正
犯
で
あ
り
、
他
方
は
不
作
爲
に
よ
る
正
犯
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

し
共
同
正
犯
は
共
同
を
意
識
し
て
一
定
の
犯
罪
を
共
同
し
て
實
行
す
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
。
不
作
爲
行
爲
者
と
い
う
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も

心
理
的
な
活
動
性
を
要
件
と
し
よ
う
。
不
作
爲
に
よ
る
箒
助
も
、
正
犯
と
從
犯
と
の
間
の
意
識
的
、
意
欲
的
な
協
力
と
い
う
形
で
は
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

な
い
。
軍
に
精
紳
的
蓄
助
が
存
す
る
の
み
で
あ
ろ
う
。

　
不
作
爲
犯
内
部
に
お
い
て
は
、
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
と
同
時
犯
に
お
け
る
不
作
爲
と
の
匝
別
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
。
こ
こ
で
は
、
保
障
人
は

緒果防止を

解
怠
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
特
殊
な
不
作
爲
の
構
成
要
件
を
充
足
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
行
爲
の
構
成
要
件
を
充
足
し
て
い
る
の



で
は
な
い
。
し
た
が
つ
て
同
時
犯
を
認
め
る
に
は
、
不
作
爲
行
爲
が
他
の
一
方
の
犯
罪
的
結
果
と
嚴
格
な
意
味
で
い
わ
ゆ
る
0
9
臼
岱
o
虹
器

ρ爵

8β

の
關
係
に
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

　
不
作
爲
に
よ
る
耕
助
は
蓄
助
自
身
よ
り
も
輕
い
。
こ
れ
は
不
作
爲
と
正
犯
行
爲
と
の
時
間
的
な
關
係
と
は
關
係
な
い
。
例
え
ば
、
正
犯
行
爲
が

完
成
レ
て
、
し
か
も
干
渉
の
可
能
性
が
な
お
存
在
す
る
の
に
、
こ
れ
を
解
怠
し
た
場
合
で
も
、
右
の
原
則
に
攣
り
は
な
い
。
行
爲
者
が
結
果
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

は
や
同
避
し
え
な
い
が
、
干
渉
の
可
能
性
は
な
お
存
す
る
場
合
、
出
來
事
の
支
配
の
性
質
、
程
度
に
も
何
の
影
響
は
な
く
、
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
、

場
合
に
よ
つ
て
は
行
爲
支
配
が
不
作
爲
者
の
手
に
移
行
す
る
と
い
つ
た
よ
う
な
、
結
果
に
封
す
る
潜
在
的
な
閲
係
に
攣
更
を
き
た
す
こ
と
は
な

（
診

㌧　
と
こ
ろ
で
、
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
が
蓄
助
よ
り
も
そ
の
反
慣
値
の
黙
で
よ
り
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
先
行
行
爲
の
故
に
構
成
要
件
に
該
當
す

る
不
作
爲
に
つ
い
て
の
み
い
え
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
、
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
が
他
の
保
障
人
の
地
位
の
存
す
る
場
合
に
は
正
犯
と
し
て
評
慣
さ

れ
て
も
、
別
段
矛
盾
は
あ
る
ま
い
と
い
う
反
論
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
多
様
な
保
障
人
の
地
位
は
出
來
事
の
支
配
と
は
何
の
關
係
も
な
い
。
子

供
を
救
う
こ
と
を
怠
る
者
は
、
こ
の
關
係
あ
る
が
故
に
、
先
行
行
爲
に
よ
つ
て
責
め
を
負
う
者
と
は
違
つ
た
仕
方
で
出
來
事
を
支
配
す
る
と
は
い

え
な
い
。

　
も
つ
と
も
、
保
障
人
の
地
位
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
充
た
す
事
情
は
、
行
爲
の
反
債
値
に
と
つ
て
は
重
要
で
あ
る
。
自
分
の
子
供
を
救
う
こ

と
を
怠
る
者
は
他
の
種
類
の
保
障
人
の
地
位
を
有
す
る
者
よ
り
も
高
い
刑
罰
に
債
す
る
。
こ
の
匿
別
は
現
象
の
支
配
の
程
度
の
違
い
に
は
存
し
な

い
。
こ
れ
腺
ち
よ
う
ど
、
作
爲
犯
の
場
合
に
、
自
分
の
子
供
に
向
け
て
行
爲
し
た
事
情
が
、
加
重
的
に
評
便
さ
れ
る
の
と
同
様
な
刑
の
量
定
上
の

取
扱
い
を
受
け
る
。
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
不
作
爲
に
よ
る
蓄
助
に
つ
い
て
、
蓄
助
の
刑
罰
範
園
が
保
障
人
の
地
位
と
は
關
係
な
く
愛
営
す
る
と
い

う
黙
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
攣
り
は
な
い
。

　
結
局
、
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
と
い
う
問
題
は
、
不
作
爲
犯
の
持
つ
固
有
の
存
在
形
式
か
ら
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
多
く
の
も
の
を
持
つ
て
い

　
　
　
　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
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九
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六
〇
五
）
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六
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る
。
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
の
場
合
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
者
が
共
犯
者
た
り
う
る
の
で
は
な
く
て
、
保
障
人
た
る
の
地
位
を
有
す
る
者
の
み
が
、
す
な

わ
ち
結
果
の
嚢
生
に
つ
い
て
同
避
の
義
務
あ
る
者
の
み
が
、
共
犯
者
た
り
う
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
保
障
義
務
あ
る
者
の
み
が
、
不
作
爲
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
P
）

よ
り
主
犯
の
行
爲
を
促
し
、
し
た
が
つ
て
帯
助
を
な
し
う
る
の
で
あ
る
。
主
犯
行
爲
を
妨
げ
な
か
つ
た
不
作
爲
を
す
べ
て
繋
助
の
故
に
罰
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
》

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
不
作
爲
行
爲
と
い
う
た
め
に
、
そ
れ
が
違
法
な
態
度
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
結
果
褒
生
を
阻
止
す
る
義
務

を
負
暑
が
・
そ
楚
養
し
を
㌢
華
ー
こ
れ
を
霞
罎
霧
（
薯
に
よ
つ
て
讐
れ
を
斐
の
構
嚢
件
メ
ル
ク
了
ル
と
艶
）
違

　
　
O

反
の
態
度
と
す
る
ー
に
よ
つ
て
不
作
爲
者
と
さ
れ
、
こ
の
者
の
こ
の
態
度
が
は
じ
め
て
行
爲
の
類
型
性
の
有
無
の
評
便
に
服
す
る
こ
と
に
な

る
o

　
保
障
人
關
係
が
存
在
し
、
こ
の
保
障
人
義
務
に
違
反
す
る
不
作
爲
が
あ
つ
て
は
じ
め
て
不
作
爲
に
よ
る
繋
助
の
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
さ

き
に
、
こ
の
共
犯
形
成
が
質
的
に
異
種
の
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
の
は
、
實
は
こ
の
勲
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
共
犯
論
の
露
結
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
保
障
人
義
務
の
侵
害
が
そ
の
営
罰
性
の
故
に
作
爲
に
よ
る
共
犯
と
如
何
な
る
關
係
に
立
つ
か
と
い
つ
た
問
題
は
、
便
値
論
的
な
問

　
　
　
　
　
　
　
　
（
弼
）

題
に
導
く
も
の
で
あ
る
。

　
最
筏
剛
、
作
爲
犯
の
場
合
と
違
つ
て
、
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
の
場
合
に
は
、
正
犯
と
帯
助
の
關
係
が
逆
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
作
爲
犯
に
あ
つ
て
は
、
正
犯
行
爲
か
ら
箒
助
行
爲
が
推
論
さ
れ
る
が
、
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
の
場
合
に
は
、
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
の
反
便

値
の
程
度
、
す
な
わ
ち
保
障
人
義
務
違
反
の
程
度
か
ら
出
登
し
て
、
軍
獅
犯
で
犯
さ
れ
る
不
作
爲
犯
の
反
債
値
の
程
度
に
推
論
せ
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
現
象
の
支
配
の
種
類
お
よ
び
程
度
は
、
そ
の
結
果
が
他
人
の
犯
罪
に
よ
つ
て
招
來
さ
れ
た
か
、
他
の
出
來
事
に
よ
つ
て
招
來
さ

れ
た
か
と
い
う
黙
を
問
わ
ず
に
考
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
母
親
が
出
血
し
て
い
る
子
供
に
血
止
め
を
し
て
や
ら
な
か
つ
た
場
合
、
評
償
に
と
つ

て
は
こ
の
傷
害
が
第
三
者
に
よ
つ
て
加
え
ら
れ
た
か
、
事
故
に
起
因
す
る
の
か
と
は
無
關
係
で
あ
る
。
プ
ー
ル
で
溺
れ
て
い
る
子
供
を
見
遙
し
に

し
た
プ
ー
ル
の
管
理
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
子
供
が
偶
然
に
落
ち
た
か
、
又
は
そ
ば
を
通
つ
た
少
年
に
ふ
れ
て
落
ち
た
か
、
つ
き
落
さ
れ
た
か
を



　
　
　
（
勝
）

問
わ
な
い
。

　
以
上
要
す
る
に
、

あ
る
。

不
作
爲
に
よ
る
共
犯
の
反
便
値
は
、
そ
れ
の
準
ず
る
作
爲
犯
の
反
慣
値
、
更
に
は
そ
の
講
助
の
反
慣
値
よ
り
も
少
な
い
の
で

（
1
）
　
主
と
し
て
と
い
う
の
は
、
行
爲
の
反
偵
値
を
決
定
す
る
も
の
は
、
輩
に
出
旅
事
の
支
配
の
性
質
、
程
度
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
に
も
多
く
の
要
素
が
あ
る
か
ら

　
で
あ
る
。

（
2
）
O
跳
昌
謡
髭
脚
即
・
o
．
O
●
ψ
鐸
応
o
．

（
3
）
Ω
包
紅
累
臼
国
●
嶺
認
．
の
●
o
o
鵡
●

（
4
）
民
窪
井
B
自
榊
僅
・
m
●
ρ
幹
8
劇
。

（
5
）
O
H
冒
蓋
監
一
”
・
癖
O
．
Oロ
●
昌
。。
●

（
6
）
　
口
藤
、
絹
要
二
九
六
頁
、
行
爲
者
双
方
に
共
同
賞
行
の
意
思
、
共
同
實
行
の
事
實
を
要
す
。
不
作
爲
が
手
段
で
あ
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
。

（
7
）
　
国
恒
酵
“
鉾
”
．
O
．

（
8
）
　
婁
嚇
ロ
．
即
●
O
．

（
9
）
O
誉
藍
“
P
る
●
O
。

（
m
）
　
国
創
醒
臨
目
碧
旨
“
鉾
伊
O
。
oo
●
応
o
O
ピ
・

（
皿
）
　
園
藤
、
前
掲
書
九
九
頁
で
、
不
作
爲
の
構
成
要
件
該
當
性
を
認
め
る
に
は
、
『
そ
の
前
に
そ
の
不
作
爲
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
た
し
か
め
た
上
で
、
そ
の
蓮
法

　
性
演
當
の
構
成
要
件
の
豫
想
す
る
程
度
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。

（
1
2
）
　
前
の
論
丈
に
丈
献
引
用
し
た
。

（
B
）
　
爵
β
欝
ロ
U
纈
．
孕
O
●
9
応
o
旨
●

（
払
）
　
国
P
昼
捕
彊
β
蕊
鉾
夢
9
で
は
、
不
作
爲
に
よ
る
敏
唆
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
例
は
傭
謹
で
あ
る
。
後
述
四
九
六
頁
に
お
い
て
こ
の
鮎
に
若
千
ふ
れ
る
。

（
菊
）
　
国
晒
9
罰
0
甘
嚇
即
・
ゆ
●
O
●
ω
●
応
o
鵯
●

不
作
爲
に
よ
る
共
犯

四
九
一

（
六
〇
七
）



不
作
爲
に
よ
る
共
犯

四
九
二

（
六
〇
八
）

三
鋼
例
の
批
剣

　
さ
き
に
あ
げ
た
三
種
の
到
例
に
つ
き
、
前
項
の
試
論
を
適
用
し
て
批
評
を
加
え
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
自
殺
の
件
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
我
が
刑
法
二
〇
二
條
の
自
殺
關
與
罪
の
如
き
規
定
の
な
い
ド
イ
ッ
の
劃
例
、
學
論
は
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま

我
が
國
の
解
縄
論
に
営
て
庶
ま
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
不
作
爲
に
よ
る
自
殺
關
與
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
我
が
二
〇
二
條
に
つ
い
て

も
充
分
考
慮
す
る
飴
地
は
あ
る
。

　
自
殺
は
キ
リ
ス
ト
教
道
徳
か
ら
い
つ
て
も
、
重
大
な
罪
で
あ
る
。
し
か
し
、
刑
法
上
は
生
命
を
断
つ
と
い
う
人
間
の
自
由
な
決
意
を
考
慮
し

て
、
自
殺
そ
れ
自
鎧
の
威
罰
は
規
定
し
て
い
な
い
。
法
秩
序
は
、
自
分
の
手
で
生
命
を
絡
ら
せ
た
者
に
つ
き
、
そ
の
決
意
溜
考
慮
し
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

り
、
そ
の
死
を
決
意
し
た
者
は
殺
人
行
爲
者
で
は
あ
る
が
、
構
成
要
件
に
該
當
し
な
い
。
彼
以
外
の
者
が
彼
の
死
に
關
與
し
た
と
き
は
、
自
殺
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
》

與
罪
を
構
成
す
る
が
、
こ
れ
は
通
常
の
意
味
で
の
共
犯
で
は
な
く
て
、
獅
立
の
犯
罪
實
行
者
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
不
作
爲
に
よ
つ
て
、
自
殺
に
關
與
し
た
場
合
は
如
何
に
考
え
ら
れ
る
か
。
こ
の
場
合
は
、
す
べ
て
の
關
係
者
が
從
犯
の
地
位
を
占

め
る
の
で
は
な
く
て
、
加
功
者
の
う
ち
そ
の
緒
果
同
遜
に
つ
き
濁
立
し
た
保
障
人
の
地
位
を
持
つ
者
に
の
み
蓄
助
者
と
し
て
の
責
め
が
負
わ
さ
れ

る
。
例
え
ば
、
未
成
年
で
、
刑
法
上
有
責
な
息
子
が
、
法
盆
侵
害
の
お
そ
れ
あ
る
危
瞼
撒
態
を
創
つ
た
場
合
、
こ
の
事
實
を
認
識
し
た
父
親
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

息
子
の
態
度
に
よ
つ
て
、
將
來
の
法
盆
侵
害
を
阻
止
す
る
た
め
の
保
障
人
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
夫
婦
の
場
合
も
、
婚
約
者
同
志
の
場
合
も
婚
姻
（
叉
は
そ
れ
に
類
似
の
）
共
同
髄
を
構
成
し
て
い
る
以
上
は
、
お
互
に
そ
の
生
命
、
身
髄
に
つ

い
て
の
危
瞼
が
來
な
い
よ
う
に
、
注
意
し
保
護
す
る
ぺ
き
關
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
婚
約
者
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
爾
者
の
間
の
愛
の
感
情
は
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
程
度
の
密
接
さ
を
も
つ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
ポ
イ
ソ
ト
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
自
殺
へ
の
從
犯
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ッ
法
上
は
困
難
な
間
題
が
あ
る
。
ハ
イ
ニ
ッ
ツ
が
正
し
く
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
法
上
、
自
殺



　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ソ

の
從
犯
が
認
め
ら
れ
な
い
關
係
で
、
特
別
な
地
位
に
も
と
づ
く
不
作
爲
に
よ
る
殺
人
を
到
例
の
如
く
、
故
意
殺
ま
た
は
過
失
殺
と
認
め
れ
ば
不
都

合
な
こ
と
が
起
り
う
る
。

　
例
え
ば
、
自
殺
者
に
道
具
を
調
達
し
た
久
ベ
ロ
ナ
ー
ル
を
買
つ
て
來
た
り
す
る
行
爲
は
、
蓄
助
行
爲
で
あ
る
か
ら
加
罰
性
が
な
い
。
し
か
し

自
殺
を
圖
つ
て
後
に
救
助
で
き
た
の
に
助
け
な
い
と
い
う
義
務
違
反
を
不
作
爲
を
理
由
と
し
て
加
罰
す
る
と
い
う
の
で
は
、
何
と
な
く
不
均
衡
を

感
じ
る
の
で
あ
る
。

　
右
の
ド
イ
ッ
法
上
の
論
議
は
、
我
が
國
を
あ
ま
り
盆
す
る
よ
う
な
意
味
を
持
た
な
い
。
し
か
し
、
夫
の
首
吊
り
を
見
逡
つ
た
妻
の
事
案
に
つ
い

て
は
、
注
目
に
債
す
る
意
見
が
見
え
る
。
こ
れ
は
我
が
國
で
も
不
作
爲
に
よ
る
自
殺
關
與
に
つ
き
問
題
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
（
7
》

　
ガ
ラ
ス
は
こ
の
場
合
、
不
作
爲
の
態
様
を
積
極
的
に
不
作
爲
に
よ
る
行
爲
者
性
あ
り
と
す
る
た
め
、
被
告
人
が
行
爲
者
故
意
を
持
ち
合
せ
て
い

た
黙
に
求
め
よ
う
と
す
る
到
例
の
態
度
を
批
剣
す
る
。
そ
し
て
、
被
告
人
の
出
東
事
の
支
配
は
箪
な
る
蓄
助
者
故
意
を
排
し
て
い
る
黙
に
ま
ず
批

到
を
加
え
る
。
主
犯
と
從
犯
と
の
匠
別
は
、
主
犯
た
ろ
う
と
す
る
か
從
犯
た
ろ
う
と
す
る
か
の
意
欲
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
作
爲
、
不
作
爲
の

故
意
が
實
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
行
爲
の
實
質
的
内
容
如
何
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
ガ
ラ
ス
は
．
行
爲
の
實
質
的
内
容
を
自
殺
者
の
行
爲
へ
の
影
響
と
い
う
瓢
か
ら
解
明
す
る
。
彼
に
よ
る
と
、
自
殺
に
關
與
し
た
第
三
者

の
加
罰
性
は
、
自
殺
者
が
行
爲
者
で
あ
り
、
被
害
者
で
あ
る
と
い
う
二
重
の
特
殊
な
地
位
に
着
目
す
べ
き
で
あ
る
と
読
く
。
自
殺
に
起
因
を
與

え
、
そ
れ
を
支
持
し
た
者
は
意
恩
の
欠
訣
、
錯
誤
、
ま
た
は
第
三
者
の
意
思
の
優
越
的
影
響
の
下
で
自
由
な
決
断
が
全
く
訣
け
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
自
殺
者
が
は
じ
め
か
ら
全
く
被
害
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
者
は
行
爲
の
主
人
で
あ
り
、
殺
人
行
爲
者
で
あ
る
。

　
問
題
は
、
結
果
を
う
な
が
し
て
お
い
て
、
自
殺
者
が
自
殺
行
爲
を
終
了
し
、
結
果
が
未
だ
襲
生
し
な
か
つ
た
時
勲
に
因
果
の
流
れ
に
入
り
込
ん

だ
第
三
者
の
場
合
で
あ
る
。
自
殺
者
は
そ
の
瞬
間
か
ら
被
害
者
で
あ
り
、
行
爲
支
配
は
第
三
者
に
移
行
し
た
も
の
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
義
務
に
反
し
た
自
殺
の
不
妨
害
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
不
作
爲
者
は
潜
在
的
に
行
爲
支
配
力
を
有
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
に

　
　
　
　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
三
　
　
　
（
六
〇
九
）



　
　
　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
四
　
　
　
（
六
一
〇
）

よ
れ
ぱ
、
行
爲
者
の
行
爲
實
行
を
義
務
に
反
し
て
妨
げ
な
い
者
は
、
原
則
と
し
て
行
爲
者
で
は
な
く
て
、
蓄
助
者
で
あ
る
。

　
不
作
爲
者
が
干
渉
へ
の
義
務
づ
け
の
根
擦
で
あ
る
保
障
人
の
地
位
を
有
し
て
い
る
場
合
、
保
障
人
の
不
活
動
が
た
と
え
枇
會
的
重
要
さ
の
黙
で

作
爲
者
に
よ
る
結
果
の
招
來
と
同
じ
に
思
わ
れ
て
も
、
不
作
爲
行
爲
の
本
質
か
ら
し
て
主
犯
者
に
準
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
倣
な
ら
な
い
。

　
右
の
場
合
、
保
障
人
の
不
活
動
が
い
つ
嚢
生
す
る
か
と
い
え
ば
、
義
務
の
積
極
的
干
渉
は
自
殺
者
が
行
爲
を
そ
の
手
か
ら
離
し
た
時
、
つ
ま
り

自
殺
を
企
て
て
意
識
を
失
つ
た
時
に
、
行
爲
の
支
配
は
自
殺
者
の
手
か
ら
不
作
爲
者
の
手
に
移
つ
て
い
る
、
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

．
こ
の
鮎
に
つ
い
て
大
い
に
雫
わ
れ
、
時
黙
を
分
け
て
行
爲
支
配
の
移
動
を
論
ず
る
こ
と
に
は
反
封
が
多
い
。
ガ
ラ
ス
の
読
は
示
唆
に
富
む
と
思

う
が
、
訣
隔
が
あ
る
。
問
題
は
、
妻
が
故
意
を
持
つ
て
い
た
か
に
つ
き
、
自
分
の
義
務
の
認
識
、
保
障
人
の
地
位
に
つ
い
て
の
認
識
が
あ
つ
た
か

ど
う
か
の
吟
味
に
重
大
な
ポ
イ
γ
ト
が
來
る
。
何
故
な
ら
、
保
障
人
の
特
性
お
よ
び
そ
こ
か
ら
生
ず
る
行
爲
義
務
に
つ
い
て
の
錯
誤
は
故
意
を
阻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
》

却
す
る
構
成
要
件
の
錯
誤
で
あ
る
か
ら
。

　
以
上
、
不
作
爲
に
よ
る
自
殺
常
助
の
場
合
は
、
間
題
が
不
作
爲
犯
で
あ
る
こ
と
の
性
質
上
、
特
別
な
行
爲
義
務
の
吟
味
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。

　
酩
酊
し
た
蓮
轄
手
に
封
す
る
飲
酒
店
主
の
事
案
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
》

　
こ
の
ヶ
ー
ス
に
つ
い
て
、
ラ
ソ
ゲ
は
不
作
爲
と
見
る
の
は
む
し
ろ
警
察
に
告
知
す
る
こ
と
を
怠
つ
た
瓢
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
多
量
の
焼
酎
を

興
え
た
行
爲
は
蓮
輻
手
S
を
運
輻
不
能
に
し
た
積
極
行
爲
で
あ
つ
た
と
す
る
。
そ
し
て
飲
酒
の
霜
に
つ
い
て
は
、
自
分
が
食
事
を
し
て
い
る
間
に

娘
が
ひ
き
つ
づ
き
飲
ま
せ
て
い
た
の
を
と
め
な
か
つ
た
顯
に
わ
ず
か
に
不
作
爲
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
－
親
、
子
で
過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
與
え
た
と
い
う
事
實
か
ら
出
嚢
を
阻
止
す
る
法
的
義
務
が
生
ず
る
。

　
た
と
え
顧
客
に
封
し
て
で
も
、
肚
會
的
な
危
瞼
が
あ
る
な
ら
ば
警
察
に
知
ら
せ
る
虎
置
を
と
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
到
決
は
自
己
の
先
行
行
爲
に
よ

り
加
重
さ
れ
た
危
瞼
か
ら
出
襲
し
て
、
多
く
の
酒
を
飲
ま
せ
て
酔
わ
せ
た
と
い
う
作
爲
か
ら
出
襲
し
て
い
な
い
、
と
ラ
ソ
ゲ
は
い
う
。



　
被
魯
人
が
醇
つ
た
蓮
輻
手
に
吹
々
と
嶢
酎
を
與
え
た
こ
と
は
、
殺
人
、
傷
害
に
一
つ
の
原
因
を
與
え
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
問
題
は
、
被
舌
人

に
こ
の
具
髄
的
結
果
が
豫
見
し
得
た
か
と
い
う
黙
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E
）

　
こ
の
貼
に
つ
き
、
v
・
ウ
ェ
置
パ
ー
は
、
飲
酒
店
と
い
う
も
の
を
近
代
の
大
量
交
通
と
比
較
し
、
飲
酒
店
の
主
人
は
多
人
数
の
客
に
つ
き
、
車

を
蓮
輻
し
て
簾
る
か
ど
う
か
な
ど
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
は
無
理
な
話
で
、
客
の
大
牛
に
つ
い
て
よ
く
知
ら
な
い
の
が
當
然
で
、
こ
ん
な
状
況

で
加
重
し
た
責
め
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
正
當
で
な
い
と
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
一
方
、
泥
酔
者
に
酒
を
飲
ま
せ
る
こ
と
は
飲
食
店
法
U
六
條
三
項
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
義
務
は
何
も
主
人
だ
け
に
蹄
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
ボ
蓄
イ
や
更
に
は
飲
み
仲
間
に
も
露
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ス
カ
ソ
デ
ィ
ナ
ビ
ア
の

立
法
例
に
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
警
察
へ
の
告
知
義
務
は
、
こ
れ
は
ひ
と
り
公
共
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
蓮
韓
手
自
身
の
た
め
に
も
な
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
安
全
に
家
に
鯖

る
こ
と
は
、
彼
自
身
に
も
利
盆
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
行
爲
に
出
で
る
主
人
は
、
そ
れ
が
肚
會
的
特
殊
地
位
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
危
瞼
性
を
伴
つ
た
先
行
行
爲
に
よ
る
、

結
果
同
避
へ
の
保
障
人
義
務
か
ら
も
肯
定
し
得
る
。

　
劃
決
が
本
事
案
を
同
時
犯
と
み
た
黙
に
つ
い
て
は
ラ
ン
ゲ
は
こ
れ
を
否
定
し
、
被
告
人
の
態
度
を
三
三
〇
條
c
の
緊
急
救
助
義
務
へ
の
加
功
と

い
う
黙
に
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
疑
問
で
あ
る
。
學
設
上
も
三
三
〇
條
c
に
共
犯
が
あ
る
か
と
い
う
間
題
に
は
雫
い
が
あ
る
。

例
え
ば
H
・
マ
イ
ヤ
ー
は
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
今
は
こ
の
勲
に
こ
れ
以
上
立
ち
入
る
こ
と
は
や
め
る
。

　
不
作
爲
に
よ
る
儒
讃
の
事
案
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珍
）

　
ラ
イ
ヒ
裁
到
所
は
、
こ
の
種
の
事
件
に
つ
き
、
積
極
に
解
し
て
い
た
。
被
告
で
あ
る
辮
護
人
が
、
謹
言
の
眞
實
で
な
い
こ
と
を
知
り
つ
つ
も
、

訴
訟
依
頼
人
の
利
盆
の
た
め
に
、
謹
入
の
企
圖
を
妨
げ
な
い
で
、
儒
謹
せ
し
め
た
。
こ
の
事
案
に
つ
い
て
ラ
イ
ヒ
裁
到
所
は
か
つ
て
僻
謹
人
の
階

　
　
　
　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
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不
作
爲
に
よ
る
共
犯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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（
六
二
一
）

級
的
名
嚢
響
吉
虚
馨
警
藷
ぐ
義
務
奢
と
し
ど
れ
贅
塞
見
へ
の
協
力
と
い
う
根
本
的
霧
と
妻
麺
・

　
し
か
し
、
前
述
の
聯
邦
裁
到
所
の
剣
例
に
も
あ
る
と
お
り
、
こ
の
黙
に
つ
い
て
の
吟
味
は
愼
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
到
中
に

お
け
る
護
人
の
陳
述
は
、
自
己
の
責
任
で
こ
れ
を
な
す
の
で
あ
る
。
民
訴
コ
ニ
八
條
の
規
定
は
、
自
己
の
訴
訟
追
行
に
關
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駕
）

他
人
の
行
爲
へ
の
支
配
領
域
や
、
更
に
は
保
障
人
義
務
を
も
包
含
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
b
の
ケ
：
ス
に
つ
い
て
も
批
鋼
の
籐
地
は
充
分

に
あ
る
。
被
告
人
が
招
來
し
た
危
瞼
ー
こ
れ
の
同
避
に
つ
き
彼
に
は
保
障
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
る
ー
の
う
ち
、
謹
人
S
夫
人
を
お
ど
か
し
た

　
　
り

黙
は
よ
い
と
し
て
も
、
詮
人
申
請
の
中
に
そ
れ
を
求
め
よ
う
と
す
る
到
例
の
立
場
に
は
納
得
で
き
な
い
。

　
こ
の
事
案
に
っ
い
て
考
え
る
に
、
危
瞼
紙
態
の
定
立
と
は
何
か
を
ま
ず
楡
討
す
る
と
、
こ
れ
は
純
粋
客
観
的
な
、
不
作
爲
者
の
意
思
・
表
象
と

は
無
關
係
の
出
來
事
な
の
で
あ
り
、
そ
の
到
断
は
裁
到
官
の
手
に
よ
つ
て
、
客
観
的
、
事
後
的
に
豫
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
。
蓮
を
天
に
委
せ
て
申

請
し
た
詮
人
に
よ
つ
て
、
な
さ
れ
た
不
當
な
護
冒
の
如
き
．
危
瞼
溜
は
、
な
ん
ら
結
果
同
避
義
務
を
生
ぜ
し
め
な
い
。

　
間
題
と
な
る
の
は
、
被
告
人
が
多
か
れ
少
な
か
れ
確
實
な
期
待
を
以
つ
て
、
自
己
に
有
利
な
不
眞
實
な
護
言
を
す
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
、
謹

人
を
申
請
し
た
場
合
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
で
も
、
防
禦
の
機
能
、
特
に
そ
の
支
配
の
勲
か
ら
し
て
、
被
告
人
に
保
障
人
の
地
位
を
與
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
被
告
人
の
事
賞
申
立
の
拒
否
も
、
こ
れ
自
饅
が
防
禦
の
方
法
で
あ
る
鮎
か
ら
し
て
、
保
障
人
義
務
を
生
ぜ
し
め
る
先
行
的
な
危
瞼
の
基
礎
た
る

　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

行
爲
と
は
い
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

　
ボ
ッ
ケ
ル
マ
ン
の
指
摘
す
る
如
く
、
責
め
を
負
う
場
合
は
、
行
爲
者
が
謹
人
を
訴
訟
に
固
有
で
な
い
方
法
に
よ
つ
て
鶴
護
の
危
瞼
を
生
ぜ
し
め

た
場
合
に
限
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
結
果
同
避
の
義
務
が
生
じ
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
作
爲
義
務
が
護
生
す
る
。

　
そ
れ
で
は
、
本
犯
と
の
關
係
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
教
唆
に
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
不
作
爲
に
よ
る
鶴
謹
教
唆

は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
い
う
わ
け
は
、
教
唆
は
故
意
に
行
爲
へ
の
故
意
を
他
人
に
喚
起
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
場
合
の
故
意
は
抽
象
的
な
行
爲



決
意
で
は
な
く
て
、
具
髄
的
な
實
現
意
思
で
あ
る
。
こ
の
霜
か
ら
し
て
、
不
作
爲
に
よ
る
鶴
誰
”
教
唆
”
は
あ
り
得
な
い
。

　
次
に
肚
會
的
に
不
當
な
危
瞼
を
高
め
る
行
爲
が
あ
つ
た
か
ど
う
か
と
い
う
鮎
を
考
察
す
る
と
、
一
饅
裁
到
上
の
行
爲
が
そ
れ
に
當
る
か
ど
う
か

問
題
で
あ
る
。
謹
人
は
不
眞
實
を
陳
述
す
る
こ
と
で
、
こ
の
危
瞼
を
招
來
す
る
。
し
か
し
、
謹
人
は
、
こ
の
よ
う
に
誘
惑
し
た
者
の
手
の
中
に
あ

る
道
具
で
は
な
く
て
、
眞
實
に
と
ど
ま
る
可
能
性
を
有
す
る
。

　
謹
人
の
虚
儒
の
陳
述
に
封
し
て
沈
獣
を
守
る
こ
と
は
、
た
し
か
に
不
作
爲
で
は
あ
る
が
、
こ
の
謹
人
の
行
爲
へ
の
現
實
の
支
配
力
は
こ
の
場
合

被
告
人
に
は
な
い
。

　
し
た
が
つ
て
、
若
し
こ
の
態
度
が
、
訴
訟
に
固
有
な
手
段
を
た
と
え
逸
睨
し
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
場
合
の
不
作
爲
に
よ
る
儂
誰
蓄
助
は
、

た
と
え
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
責
任
は
い
ち
じ
る
し
く
輕
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
三
種
の
事
案
に
つ
き
簡
輩
に
評
縄
を
試
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
刑
罰
範
園
に
お
い
て
は
作
爲
犯
に
お
け
る
共
犯
と
比
べ
て
輕

く
考
慮
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
し
て
い
ず
れ
も
、
彼
ら
が
法
秩
序
か
ら
み
て
、
結
果
護
生
を
阻
止
す
る
に
つ
い
て
特
殊
な
地
位
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
そ
の
加
罰
性
ボ
考
慮
せ

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
見
て
來
た
と
お
り
で
あ
る
。
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む
　
　
す
　
　
び

　
以
上
考
察
し
た
こ
と
か
ら
、
ほ
擢
家
の
如
き
結
論
が
生
れ
た
こ
と
と
恩
う
。

　
不
作
爲
に
よ
る
共
犯
は
、
結
果
阻
止
に
つ
い
て
法
的
義
務
あ
る
者
が
現
實
へ
の
な
ん
ら
の
影
響
を
も
た
な
い
方
法
で
、
因
果
の
流
れ
を
利
用
し

た
場
合
に
存
在
す
る
。
不
作
爲
者
が
因
果
の
流
れ
を
嚢
せ
し
め
た
の
で
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　
し
た
が
つ
て
、
間
接
正
犯
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
も
不
作
爲
に
よ
る
加
功
で
あ
る
。
例
え
ば
、
精
紳
病
者
を
監
親
し
て
い
る
者
が
、
被
監
親

者
の
一
人
が
他
の
同
僚
を
攻
撃
す
る
の
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
場
合
に
あ
つ
て
も
、
そ
こ
に
は
聞
接
正
犯
を
認
め
る
蝕
地
は
な
い
。
不
作
爲

に
よ
る
教
唆
も
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。
何
故
な
ら
、
活
動
し
な
い
者
は
行
爲
へ
の
決
意
を
喚
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
封
し
て
、
不
作
爲
犯
へ
の
教
唆
は
あ
る
が
こ
の
黙
は
本
稿
の
範
園
外
で
あ
る
。



　
犯
罪
の
結
果
阻
止
に
つ
い
て
は
、
行
爲
者
が
決
意
を
固
め
る
こ
と
を
や
め
さ
せ
る
と
い
う
方
法
に
よ
つ
て
も
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
決
意

を
施
棄
せ
し
め
る
努
力
を
怠
れ
ぱ
＾
こ
れ
も
ま
た
不
作
爲
犯
と
評
慣
さ
れ
ざ
る
を
得
ま
い
。

数
人
の
者
が
同
一
の
出
來
事
に
つ
き
同
様
の
支
配
を
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
結
果
同
避
の
可
能
性
に
よ
つ
て
等
し
い
支
配
力
を
有
す

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
者
の
中
、
不
作
爲
に
よ
る
加
罰
を
認
め
ら
れ
る
者
は
、
結
果
阻
止
に
つ
い
て
法
的
義
務
を
有
す
る
者
に
限
ら
れ
る
の
で

あ
つ
て
、
す
べ
て
の
不
作
爲
者
が
可
罰
的
共
犯
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

、
不
作
爲
に
よ
る
耕
助
に
封
す
る
珊
罰
範
園
は
、
そ
れ
が
、
た
し
か
に
不
作
爲
に
よ
る
蓄
助
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
は
、
作
爲
犯
の
そ
れ
よ
り
も

輕
い
程
度
で
加
罰
さ
れ
る
。

　
不
作
爲
に
よ
る
需
助
は
、
作
爲
に
よ
る
耕
助
よ
り
も
當
罰
性
が
輕
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
九
・
一
一
。
一
九
）

不
作
爲
に
よ
る
共
犯

四
九
九

（
六
一
宏
）


